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本当に、ありがとうございました
烏帽子会 会長　  髙　木　忠　博（１回生　脳神経外科クリニック髙木 院長）

● 会長挨拶　●

3年間に亘る福岡大学75周年募金活動

が、平成22年3月31日を以て終了致しま

した。我烏帽子会は、会員諸氏の御協力で

総額1億2千万円の寄付を集める事が出来

ました。最初の寄付活動としては、皆さんの

御協力で十分な成果を出せたと思っていま

す。同窓会29年の歴史の中で、新病棟建

設のため同窓会としての纏まった浄財を、皆

さんの御協力で達成できた事に心から感謝

します。御協力頂いた同志の方々の色々な

思いが一杯に込められた寄付浄財だと思い

ます。この結果は、我々福大医学部にみん

なで刻んだ歴史の一ページになるでしょう。

寄付率も25.8％ですから、同窓生4人に

一人は協力して頂いた事になります。これ

は全学部中最高の寄付率です。烏帽子会

は29年の歴史と、3,377人の正会員（卒業

生）で構成されています。中でも、卒後10

年以内の会員は経済的にも未だ十分な余裕

はありませんが、8.7％もの仲間がその厳し

い経済状況の中から寄付活動に参加してく

れました。そして、世代的には殆どの

仲間が子供の教育費や仕事上、最も

経済的に厳しい状況に有る人の方が大

多数だと思いますから、現在の我々烏

帽子会の身の丈からすれば最も厳しい

状況下での寄付活動であったと思いま

す。それでも、今回の結果を出す事

が出来たと言うのは、本当に実質的に

は殆ど全員が協力して「素晴しい団

結」で産み出した結果だと思います。

この「烏帽子会」と言う我 の々学部同窓会

は、福岡大学75年の歴史で、最少の卒業

生、最短歴史で、最も輝ける母校への寄付

結果を出した学部同窓会、と言えるのでは

ないかと思います。この結果は同時に我々

烏帽子会の人間達が如何に母校への愛情

と関心を持っているかを示す証になったと思

います。そしてこれは医学部及び大学の仲

間への大きな応援歌にもなった事でしょう。

この結果をバネに大学、医学部が益々発

展し飛躍する事を願います。学生、学部、

同窓会が一体になり、志高く、私学らしい上

質な医師を送り出す大学へ成長を続けて欲

しいと思います。失敗を恐れず堂 と々王道

を一歩づつ進んで行きましょう。

75周年募金活動に御協力頂き本当にあり

がとう御座いました。心から深く感謝申し上

げます。

会長挨拶

学  長  室  に  て
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●　第29回烏帽子会総会のご案内とお誘い　●

烏帽子会会員の皆様におかれましては、ますます

ご健勝のことと存じます。さて第29回烏帽子会総会

が今年も7月10日（土）にホテルニューオータニで

開会されることになり、先日準備委員会の発足を担

当幹事学年である13回生で行いました。「第29回

福岡大学同窓会を成功させる会」と命名し、必ず成

功させようと集まったメンバーで誓いました。総会に

参加された同窓生の皆様が有意義なひとときを楽し

んでいただけますように、微力ではありますが総会終

了まで任務遂行させるべく努力していく所存ですが、

同窓生のご協力がなくては成り立たないと考えていま

す。どうか皆様の厚い支援とご協力のほど宜しくお願

いいたします。

第29回烏帽子会総会のご案内とお誘い

第29回烏帽子会総会　開催要領

会　場 ホテルニューオータニ博多　　福岡市中央区渡辺通１－１－２

   電話 ０９２－７１４－１１１１

日　時 平成２２年７月１０日（土）

総　会 ３Ｆ 芙蓉の間　１７：００～１７：４５

講演会 ３Ｆ 芙蓉の間　１７：４５～１８：４５

  講師：天野周一　

　　　　　　　　　演題：「亭主力の時代－夫婦円満の極意、戦わずして負ける－」

懇親会 ３Ｆ 芙蓉の間　１８：４５～２０：３０

会　費 5,000円

禍

花

稼

苛

禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾

禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾

箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

講師プロフィール

　1952年、福岡県久留米市生まれ。作家。福岡県内で約70万部発行するフリーマガジン『リセッ

ト』および、タウン誌「福岡モン」編集長であり、花婿大学の学長。『リセット』に愛妻との何気な

い日常を切りとったエッセー「全国亭主関白協会　回覧板」を連載。それが人気を呼び、「亭主が変

われば日本が変わる！」と、世の男たちに 「カンパニスト宣言（関白＋feministの造語）すること

を提唱。 

　妻の尻にいかに上手に敷かれるかを笑いとユーモアで綴る。2008年には東京のAmerican Club

で世界大会を開催した。また、昨年末、読むだけで家族の「きずな」が深まる会員制マガジン

「KIZUNA」を創刊。現在、全亭協の会員は約9000人。著書に『亭主力』（角川SSC新書）『妻の顔

は通知表』（講談社）、『妻害対策危機管理マニュ・あれ？！』（リセット出版）、『ごめん、ウソつい

てた。』（リセット出版）がある。

ご出席のご返事を、次ページ綴り込みの葉書で

6月20日までにお送り下さい。

「第29回烏帽子会総会を成功させる会」　　　

13回生　会　長　飯　田　武　史（夫婦石病院）
事　務　鍋　島　茂　樹（総合診療部）
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●　公開講座　●

公 開 講 座

福岡大学創立75周年記念クリスマス公開講座　命の大切さを考える　パート2

「コール心に、プッシュハート」
福岡大学医学部心臓・血管内科学  主任教授　朔　　啓二郎（1回生）

主催：福岡大学エクステンションセンター、福岡大学

医学部、福岡大学病院、福岡大学医学部同窓会烏

帽子会、福岡大学病院ハートセンター、読売新聞西

部本社

福岡大学創立75周年記念クリスマス公開講座「コ

ール心に、プッシュハート」を平成21年12月12日

（土）に開催した。今なぜ「プッシュハート」なのか、市

民の皆様に大きくアピールできたような気がする。今

回は、福岡大学エクステンションセンターと医学部

同窓会が 中心となった。エクステンション

（extension）は、「拡張」という意味から派生している

が、「公開講座」や「学外教育・課外授業」を担当する

部門である。コンピュータスキルや英語（TOEICと

TOEFL）などの能力認定試験、福大生ステップアッ

ププログラムやティーチング能力向上プログラムの

開発等のプロジェクトが実施され、学部横断的に夢

のある教育を受けることができる。教育・研究・医療

を通して得られた成果を学外に公開していくことは、

大学そのもののレベル評価につながるので、このよう

なメッセージ性のある公開講座を開催して、さらなる

発展をめざしたい。

さて、「命の大切さを考える：パート1」は昨年7月、

聖路加国際病院の日野原重明先生をお招きし開催

したが、今年は心臓救急をテーマにした。昔は心臓

マッサージといったが、今は「胸骨圧迫」という。い

つ、どうやって、どのように胸骨圧迫するかをテーマ

に企画した。約800名の参加があり、昨年に続き大

盛況だった。特別ゲストは作家　室井佑月さん、患

者代表して奥秋義信さん、順天堂大学循環器内科

代田浩之教授を中心に、スタディオパラディソ　森

山瑛子先生にはコールアンドプッシュ体操を、福岡

大学病院から救命センター石倉宏恭教授、松尾邦浩

講師、循環器内科　西川宏明講師、総合司会は心

臓血管外科　田代　忠教授と私で行った。今回、

医学部看護学科の学生さん達が、心肺蘇生の実演

をしてくれた。看護学科の先生方と学生さんのコラボ

レーションに心から拍手を送りたい。AED（自動体外

式除細動器）は、心臓がけいれんし血液を流すポン

プ機能を失った状態（心室細動）になった心臓に対し

て、電気ショックを与え、正常なリズムに戻すための

医療機器で、一般人がいつでも使用できるよう私達

が活動している。日本全国で22万台設置されてい

るＡＥＤだが、2007年度は300回しか使用されて

いない。もし、3,000回、30,000回使用されたら、も

っと救われる命がある。［心臓発作を起こすなら、シ

アトルで］という標語がある。私たちは「心臓発作を

起こすなら、福岡で」を合言葉に、胸骨圧迫の啓発

活動を行っている。そんなミッションが伝われば最高

である。
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●　副病院長就任挨拶　●

はじめに

　昨年の12月

より医療安全

管理担当の副

院長を拝命し

た。同時期に

学生担当の学

生部委員にも

選任された。

私自身、形成

外科学という

新しい講座の主宰を任せられて間もなく、今は教

室作りに全力を注がなければならないと考えてい

た。加えて来年には全国学会と国際学会を主催す

ることにもなっており、病院長、医学部長よりご

下命を受けた時にはかなりとまどった。双方とも

に重責であり代わってくださる方は見あたらず、

しばらく悩んでいたが、これも勉強と前向きに考

えることにした。二年間、職責を全うできるよう

最善を尽くしたい。

　今回は副院長としての抱負を述べることにす

る。福岡大学病院の医療安全管理体制は前任の山

下裕一教授(消化器外科学)をはじめ歴代の医療

安全担当副院長のご尽力により格段に進歩した。

しかし、院内での医療安全管理の仕事を数ヶ月間

経験し、早急な改善が必要な点も見えてきたの

で、この機会にまとめてみることにした。皆さん

と一緒に考えるきっかけになれば幸いである。

Ⅰ.医療安全管理部のしごと

　医療安全管理が扱う仕事の範囲はきわめて広

い。みなさんにとっても漠然としてわかりにくい

と思う。簡単に言えば、医療安全管理部の仕事の

目的は、1）患者さんを守ること、および2）職員

を守ること、になる。具体的には、院内で発生す

るインシデント（ヒヤリハット）やアクシデント

（医療事故）に対する情報収集と解析ならびに対

応、学内医療安全管理委員会や小委員会の開催、

医療事故調査委員会の設置、職員に対する医療安

全教育の企画運営、厚生局や保健所など行政への

対応、評価機構である医療事業防止事業への報

告、他施設間の相互評価や情報交換、医療紛争へ

の対応、暴力暴言やクレームの解析、意見箱の内

容チェック、弁護士への相談、などが主な仕事に

なる。

　福大病院ではこれらの仕事は医療安全管理部だ

けでなく、医療相談窓口や庶務課（特別渉外担当

と名付けられた警察出身の治安担当者もこちらに

属している）あるいは看護部の安全推進委員会と

ともに分担して行っている。残念なことに組織が

未完成なため窓口が分かりづらく、それぞれの部

署間の情報共有も十分になされていないのが現状

といえる。病院長のリーダーシップも発揮しづら

いため、急ぐべき改革も遅々として進まない印象

を持つ。

Ⅱ.福岡大学病院の現状

　昨年度、福大病院にはのべ33万人の外来患者

が受診し、27万人の入院患者を治療した。手術部

では7,000件を超える数の手術が行われた。福大

病院には医師、看護師、薬剤師をはじめ20種以上

の多職種からなる1,600人近い職員が勤務し、休

日、深夜を問わず患者さんの診療に従事してい

る。彼らのチームワークと不断の努力により、特

定機能病院としての高度で先進的な医療が患者さ

んに、安全に提供できているのである。

　しかし、一方で平成20年度には2,400件を超え

る数のインシデントが報告されている。内訳は薬

剤に関連したものが最も多く、次に転倒転落、点

滴ルートの自己抜去などチューブに関するものが

福岡大学病院の医療安全管理
福岡大学病院副院長（医療安全管理部長）　大慈弥　裕　之（形成外科学教授・3回生）
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●　副病院長就任挨拶　●

続く。（図1）昨年8月に電子カルテが導入された

が、それ以来電子カルテに関連するインシデント

が増加しているのが気になる(平成21年は2,700

件超)。治療や処置に関するインシデントも4％

の割合で生じており、厚労省への報告が義務づけ

られているアクシデント（医療事故、インシデン

ト・アクシデント影響分類で3b以上）（表1）も

毎年20件程度発生している。

　外来に設置している医療相談窓口には2,700件

ほどの医療相談が患者さんより持ち込まれてい

る。この中で患者さんからの苦情に限ってみる

と、診療内容に対する不満、看護師などコメディ

カルの業務に関するもの、職員の態度に関するも

の、療養環境に関するものが多数を占めている。

（図2）これ以外にも意見箱への投書、医療者への

暴力暴言、医療紛争訴訟などが庶務課や医療相談

室を介して病院執行部へ上げられてくる。

　現在、フルタイムで医療安全管理に専従できる

のは、医療安全管理者（平成22年3月までは寺

田看護師長、4月からは前田看護師長）の1名の

みである。医療安全管理部の組織としては他に、

管理部長（副院長）、医療相談窓口に勤務するメデ

ィカルソーシャルワーカー2名、事務職1名とな

っている。しかし、重大な医療事故が生じた際の

迅速な対応、日々報告されるインシデントの背景

分析、予防措置と職員への教育、厚生局や評価機

構への報告書の作成などが、実質的には1名の医

療安全管理者の下に行われているのが現状であ

る。福大病院の医療安全管理体制は、他施設に比

べると貧弱であり、充分な機能を発揮できる組織

とは言い難い。

Ⅲ.必要な改善課題

　「安全と安心」を得るには、人と金が必要であ

る。医療安全管理体制を充実させることにより、

患者さんと職員を守ることができ、結果として福

岡大学と福大病院の名誉を守り、福大の将来の発

展にもつながる。福大病院が安全で安心な医療を

提供するには、少なくとも次に述べる課題は早急

に改善しなければならいと考えている。

1． 医療安全担当スタッフの充実

　医療安全管理を専門にする専従医師が必要であ

る。現在いる専従の医療安全管理者 (看護師)と

組むことにより、日常診療業務における安全管理

から、より専門的な高度先進医療にいたるまで網

羅して統括できる。福大病院は特定機能病院とし

てリスクの高い患者さんを数多く扱っている。万

が一、このような患者さんに重大な医療事故や合

併症が生じた場合、迅速で的確な初期対応がその

後の患者回復と医療紛争の予防においてきわめて

重要になる。専門知識を持つ医師ができるだけ早

く（30分、1時間のレベル）、正確に情報を収集

し分析をすることで患者さんに対してより適切な

対応が可能になる。初期対応を誤ると患者さんだ

けでなく、家族や医療者、病院にとっても不幸に

なる。近隣を含め他大学では専従医師はすでに配

置されているところが少なくない。福岡大学でも

早急な配置をお願いしたい。

2.学内の医療安全管理組織の整備と指示命令系の

　統一化

　次に重要と考えるのは、わかりやすい医療安全

管理組織の構築と病院長をトップとした指示命令

系統の統一化である。毎週早朝に副院長室で行わ

れていた医療安全管理ミーティングが、今年に入

り充実してきた。従来は現および前医療安全管理

部長、医療安全管理者、感染制御部長、メディカ

ルソーシャルワーカー、医薬品安全管理者、医療

機器安全管理者から成るメンバーのみで行われて

いた。現在では、看護部長、病院事務長、医療安

全管理課長、特別渉外担当（暴力暴言担当）が加

わり討議できるようになった。30分余りのミー

ティングであるが、これにより院内の医療安全に

関する情報がある程度、共有化可能になった。さ

らに4月から客員教授に就任した三ツ角弁護士に

も定期的に参加いただくことになった。三ツ角先

生には法律的な側面からわれわれに貴重なアドバ
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イスをいただいている。これらのことは福大病院

にとって大きな進歩といえる。

　しかし、問題は討議された内容が院内の現場に

改善策として反映されにくいことである。これは

指示命令系統が統一されていないのが理由と考え

る。病院長の号令一下、全職員が指示に従うとい

うような組織にはなっていないため、部署により

対応に大きな差がある。対応の遅い部署がリミテ

ィングファクターとなり大小の改革が進まない状

況になっている。とくに福大病院の機構では事務

系と看護系の独立性が強い感がある。私は関東、

関西の大学病院勤務の経験から、福大病院の職員

は個人としては総じてみなさん親切で協力的であ

ると感じている。にもかかわらず組織としての対

応になるととたんに官僚的で不親切に感じること

が少なくない。とりわけ医療安全に関しては病院

が一丸となってフットワークよく変革させなけれ

ばならない。そのためには、この点を改善させる

必要がある。

3. 患者さんの不安や不満の芽を取り除く配慮

　患者さんからの病院に対する不安や不満の芽を

取り除くために、きめ細やかな配慮が必要である。

医療者に向けられるクレーム、暴力暴言、紛争に

は伏線がある場合が少なくない。いくつかの不快

な思いが積み重なり、不信感が芽生え、何らかの

きっかけにより爆発するのである。意見箱に投函

される文章を読んでいると、外来や病棟で患者さ

んが福大病院に対しどのように感じているのかよ

く分かる。待ち時間や職員の接遇から療養環境に

いたるまでさまざまな意見が述べられている。わ

れわれはできるところから誠実に対応することが

重要と考える。患者さんに一度不信感が定着して

しまうと、われわれの善意や献身的な努力も実を

結ばないどころか、診療行為自体をも否定されか

ねない。以下に代表的なものを上げてみる。

1） 患者相談窓口の一本化

　患者さんからの問い合わせ窓口を一本化した

い。現在、医療相談、要望、クレーム、紛争に関

する窓口は医療相談室だけでなく、庶務課や各病

棟、外来など複数の部署で行われている。患者さ

んにとっては非常に分かりづらい。たらい回しさ

れることもあり、不親切で無責任な印象を与え

る。患者目線に立ったシステムに変更しなければ

ならない。来年開業する新診療棟には医療相談室

が広く確保されているので、それに合わせて暴力

暴言担当職員、事務をまとめて配置し、相談窓口

を一本化したい。

2） 外来の改善

　患者さんの要望の中で最も多いものは、外来待

ち時間の改善である。外来でいつ呼ばれるかわか

らないままトイレにも行けず延々と待たされたの

ではたまったものではない。番号札を渡す方法、

掲示板に表示する方法（新診療棟ではこの方式を

予定している）、院内ベルを持たせる方法などが

採用されているが、各外来で受診患者の動向に目

を配る看護師が重要な役目を担う。現状では外来

担当の看護師は、電話対応などの事務作業に追わ

れ、患者をケアするという本来の看護師としての

仕事ができていない。もう一つ、外来看護師は夜

間休日救急外来の当直体制に組み込まれているた

めに、看護師が各診療科に固定化できない。これ

も外来における責任と専門性が発揮できない原因

である。

　院内で外来待ち時間の問題が話題に上がると、

きまって外来担当医が無計画な予約を取っている

からだとの指摘がなされ、医師個人の問題にすり

替えられてしまう。医師は目の前の患者さんの診

療に専念させなければならない。予約の変更、患

者待ち時間の改善を担当医のみに押しつけるのは

酷である。外来看護師の救急外来当直の免除、ベ

テラン看護師の配置、メディカルクラークの活

用、空いている診察室の活用など、組織的な取り

組みができるはずである。

3） 療養環境（病棟）の改善

●　副病院長就任挨拶　●
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　福大病院は施設の老朽化に伴いさまざまな問題

が発生するようになった。真冬に大量の蚊が発生

する、異臭がする、深夜に爆発音のような大きな

音が発生する、などの出来事がたびたび報告され

るようになった。個室のユニットバス（バリアフ

リーになっていないため患者さんが点滴台を引い

て利用することができない）、共同風呂、トイレ、

テレビ（高額な使用料をとられるにもかかわらず

BS放送が映らない）に関する意見も多く寄せられ

ている。新診療棟ではこれらの問題は解消される

が、恩恵を受けるのは200床程度で、ほとんどの

病床は旧病棟に残る。新診療棟の入院患者さんと

の差が大きくならないよう、最低限の改善は必要

である。

  

4） 職員のマナー教育

　職員の態度に関するクレームも多い。若い医師

が白衣の前をはだけ、同僚とペチャクチャおしゃ

べりをしながら廊下を歩く、廊下で病状の説明を

する、会計や売店の職員の態度が悪い、などなど

職員のマナーが知らないところでチェックされて

いる。悪気はなくてもスキルがなければ、患者さ

んには誤解を与えてしまう。新人看護師には看護

部で教育がされているようであるが、臨床経験の

浅い研修医や助手には早い段階での組織的な接遇

教育が必要である。

  

4.医療者への支援

  最近はメディアでも取り上げられるようになっ

たが、日本の勤務医は多忙である。とくに大学病

院の医師の仕事はハードである。最近ではより治

療の難しい患者さんが大学病院に集まるようにな

った。経験豊富な外科医でも気を抜くことのでき

ない手術がほとんどで、心身ともに最良のコンデ

ィションで臨まなければならない。これに加え、

外来診療や検査、病棟処置があり、電子カルテ操

作や患者さんへの説明（インフォームドコンセン

ト）にも多くの時間を取られるようになった。大

学病院ではこれらの診療業務以外に研究（実験や

学会発表、論文作成）と教育（卒前卒後教育）も

ある。とても通常の勤務時間内に終わる仕事量で

はない。

  現在は、大学病院で長い時間まじめに働けば働

くほど、経済的に困窮し、食事や休息すらとれな

い仕組みになっている。そのうち疲弊し、肉体

的、精神的に余裕が無くなると重大な医療事故を

引き起こす可能性も高くなる。これでは若い医師

が大学病院に希望を持てないのは当然である。な

んとか待遇の悪平等を改善できないものか。病院

に貢献するものがアルバイトに行かなくても生活

できるような給与体系に見直す必要がある。

  大学病院で働いている医師には、安心して院内

で診療に専念できるだけの支援が必要である。昨

年、院内で業務連携ワーキンググループ会議がひ

らかれ、採血や静注、処置などの業務のかなりの

部分を看護師が行うようになった。また医師の事

務作業の軽減についても検討された。その結果、

ことし4月から一部の診療科にメディカルクラー

クが導入された。早く他の診療科にも導入してい

ただきたい。また診療科により支援の内容も違う

ので、各科でもっと自由に利用できるようにして

いただきたい。

　病院では夜間や休日でも多くの職員が働いてい

る。付き添いの患者家族もいる。午後7時を過ぎ

ると食事ひとつとれない状況では、職員を支援し

ているとは言えない。早朝（朝 6時）から夜間

（少なくとも11時ごろまで）空いているコンビニ

エンスストア、およびレストランの設置を望む。

おわりに

　現在の医療安全管理体制を改善するには小さな

ところから大きな機構にいたるまで改革が必要な

ことが分かってきた。この中でも医師が患者の診

療に専念できる体制をつくることが、医療安全に

とってきわめて重要と考える。患者さんもそれを

望んでいる。安全に効率よく診療ができれば医療

収入の点でも有利である。微力であるが、よい循

環が得られる体制作りを目指したい。

●　副病院長就任挨拶　●
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●　副病院長就任挨拶　●
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●　副病院長就任挨拶　●

説明障害の程度障害の継続性レベル

エラーや医薬品・医療用

具に不具合がみられた

が、患者には実施されな

かった

－－0

患者への実害はなかった

（影響を与えた可能性は

否定できない）

－なし1

処置や治療は行わなかっ

た（観察の強化、バイタ

ルサインの軽度変化、安

全確保のための検査など

の必要性は生じた）

軽度一過性2

簡単な処置や治療を要し

た（消毒、湿布、皮膚の縫

合、鎮痛剤の投与など）

中等度一過性3a

濃厚な処置や治療を要し

た（バイタルサインの高

度変化、人工呼吸器の装

着、手術、入院日数の延

長、外来患者の入院、骨

折など）

高度一過性3b

永続的な後遺症が残った

が、有意な機能障害や美

容上の問題は伴わなかっ

た

軽度～中等度永続的4a

永続的な障害や後遺症が

残り、有意な機能障害や

美容上の問題を伴う

中等度～高度永続的4b

死亡(原疾患の自然経過

によるものを除く)

－死亡5

表　医療事故、インシデント・アクシデント影響分類
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●　公開講座開催報告　●

福岡大学医学部　心臓血管外科（1）、同　内分泌糖尿病科（2）、同　形成
外科（3）、同　整形外科（4）、同皮膚科（5）、同　心臓血管内科（6）、同　血液浄
化療法センター（7）、福岡大学病院　東洋医学診療部（8）、福岡大学病院　
看護部（9）、白十字病院（10）、

竹内一馬（1）、安西慶三（2）、竹之下博正（2）、蘆田健二（2）、柳瀬敏彦（2）、高
木誠司（3）、大慈弥裕之（3）、金澤和貴（4）、古賀文二（5）、有村忠聴（6）、森井誠
士（6）、朔啓二郎（6）、村田敏晃（7）、久保田正樹（8）、手島佳代子（9）、梶西ミチ
コ（9）、堀田綾美（9）、松尾紀利子（9）、助弘雄太（1）、蔡　顯真（10）、田代　忠（1）、
内藤正俊（4）

＊その他多数の関係者に御協力いただきました。紙面の関係上、すべての 
　お名前を記載することができませんでしたことをお詫びいたします。

この度、平成22年1月17日（日）福岡市内の「エ

ルガーラホール・パサージュ広場」において、全国初

となる規模のフットケア市民公開講座イベントを開催

いたしました。延べ3000人を超える市民の来場があ

り、大盛会でイベントを終えることができましたので、

ご報告させていただきます。

本会は、福岡大学病院が主催者となり、｢フットケ

ア　～足元から健康に～｣をテーマに、医療者向けの

研究会に併設して市民が参加し体験できる市民公開

講座を企画したものです。従来からの講演聴講だけ

でなく、このイベントに参加すれば市民がいろいろな

足の悩みを解決できるようになることを目標としまし

た。市民公開講座の概要は、基調講演、一般講演、

医療者向けの機器展示に加え、市民向けの靴やイン

ソール・義足、スキンケア用品の展示、フットケアサ

ロンによるフットケア体験、義肢装具士によるインソー

ル作成、コンフォートシューズ・医療用靴の

展示、専門医による疾患別相談コーナー

（外反母趾・血流障害・下肢静脈瘤・スキン

ケア・足のむくみと冷え性・糖尿病）、ナース

やフットセラピストによる爪切り指導、ナース

によるリンパマッサージの実演、頸動脈エコ

ーや非侵襲的動脈硬化測定などの簡易健

診、広場でのミニレクチャー・コンフォートシ

ューズ展示・フットプリント体験などを盛り込

みました。

フットケアは健常者だけでなく高齢者・糖

尿病患者のQOLを向上するために、大変

重要なものです。海外や首都圏、名古屋、近畿で

は、フットケアの専門職や専門病院があり、高齢者や

糖尿病の足病変の予防と治療に成果をあげていま

す。しかし九州では中心の福岡においてもその分野

は非常に少なく、市民への認知度も低いのが現状で

す。

当大学がこのような会を主催し、盛会であったこと

は喜ばしいことではあります。しかし、寒冬の開催に

も関わらずこれだけ多くの市民が来場したということ

は、足病に関してまだまだ医療が行き届いていない

現状であろうと考えます。我々は、それぞれの専門

治療を行うだけでなく、予防医学の一環として、さら

に積極的に市民への啓蒙活動を行っていかなければ

ならないこと痛感いたしました。

今回の市民イベントは、福岡大学病院のイメージア

ップにかなり貢献できたものと思います。

しかし、盛会ではありましたが、会の運営としては、

予算の関係上、特別講演と司会者を除くとすべて完

全ボランティアで、大部分が企業の出資頼りの開催

となってしまいました。開催においては、同窓会にも

多大なるご協力をいただきましたが、継続させていく

ためにも今後の活動を引き続きご支援いただければ

と願います。

公開講座開催報告

フットケア市民公開講座イベント（2010年1月17日）の開催報告
心臓血管外科医局長  　竹　内　一　馬（20回生）
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●　教室部門紹介　●

教室部門紹介

1997年10月に田村教授が福岡大学第一内科に

就任し、その後2000年に消化器内科が独立、診療

科としては血液・糖尿病内科となりました。2007年に

は臓器別の呼称変更により、医学部講座は腫瘍・感染

症・内分泌内科学講座、病院診療科は腫瘍・血液・感

染症内科と内分泌・糖尿病内科に二分しました。

2009年度に内分泌・糖尿病内科学講座が創設さ

れ，内分泌・糖尿病グループは完全に独立し、同時に

腫瘍・感染症グループは腫瘍・血液・感染症内科学講

座として新たに出発をし、今日に至っております。

当科は、腫瘍・血液学、感染症を専門として、臓器

別ではなく臓器横断的な診療を担当し、患者を中心

としたエビデンスに基づいた標準的な診療を行うこと

を目指しております。

腫瘍・血液グループでは、他の診療科とタイアップ

し、成人の化学療法感受性の悪性腫瘍（固形腫瘍・

血液腫瘍）の診療の質の向上と福岡大学病院腫瘍セ

ンターの充実を図ることを目標に掲げております。

感染症グループは、当科を受診した感染症，発熱

患者の診療はもとより、診療科を問わず重症感染症

に対する治療や院内感染対策を行っています。

同窓の先生方からの、患者さまの御紹介をお待ち

しております。

http://www.med.fukuoka-u.ac.jp/interna1/index-j.html

腫瘍・血液・感染症内科
腫瘍・血液・感染症内科 講師  　石　塚　賢　治

当科は平成２１年４月から新設講座として柳瀬

敏彦先生が教授に赴任されるとともにスタートを切り

ました。当科の常勤診療スタッフは現在、教官５名、

医員５名、研究員１名の総勢１１名であり、そのう

ち糖尿病専門医は４名、内分泌専門医は３名を擁

しております。医局のスローガンは「知識の共有・拡

大・発展」であり、個々が協力することで全体の実力

の強化を図っています。柳瀬先生赴任以前は糖尿

病患者さんがほとんどを占めていましたが、最近では

糖尿病だけでなく、内分泌疾患も急増しています。

また、地域医療連携の推進を旗印に地域の医療機関

と協力して循環型連携を行い、効率的で良質な医療

を提供出来ればと考えております。特殊外来として、

毎週、火曜・金曜の午後に甲状腺のエコー検査と細

胞診を行っております。また、膵島移植外来を毎週、

月曜・午後と水曜・午前に予約制で行っております。

糖尿病の合併症に関しては、特に糖尿病足病変を中

心に月曜・午後にフットケア外来を行っております。

詳しくは当科ホームページで、最新情報を含めてご

参照いただければ幸いです。

＜http://www.med.fukuoka-u.ac.jp/interna5/＞

教室医局紹介「福岡大学医学部  内分泌・糖尿病内科学講座」
内分泌・糖尿病内科 助教  　工　藤　忠　睦（２３回生）
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●　教室部門紹介　●

福岡大学消化器内科学講座は2000年の内科再

編にて向坂彰太郎教授が初代教授として開講しまし

た。講座内には青柳准教授を主任とする消化管研

究室と早田准教授を主任とする肝臓研究室の２つの

研究室があり、消化器領域での最新の検査と治療を

行っています。当科の目標として、幅広い疾患を診

ることのできる内科医でありながら、最新の診断や治

療技術を身につけた消化器専門医の育成を目指して

います。更に、新たな治療法の開発のために最新の

レーザー顕微鏡を用いた研究や肝炎ウイルスの遺伝

子解析なども積極的に行っています。研修医教育に

も真剣に取り組み、消化器疾患に対するエビデンス

に基づいた治療を指導し、内視鏡、透視、超音波な

どの検査も積極的に指導医とともに行っており、今年

度には最新のコンピューターシステムを用いた内視

鏡実習モデルも導入予定です。今年度完成予定の

新病棟では、消化器病センターおよび内視鏡センタ

ーが一新され、施設ならびに機器がさらに充実いたし

ます。当科はスタッフを含め医局員は、みな親切で

優しい医師ばかりです。このような環境のもと、消化

器疾患に対する集学的治療を学び、その成果を学

会・論文発表、専門医資格取得といった形で一緒に

福岡大学医学部　消化器内科学　教室紹介
消化器内科医局長 講師  　岩　田　　郁（13回生）

福岡大学病院 循環器内科（医学部 心臓・血管内科学）教室紹介
循環器内科 講師  　河　村　　彰（17回生）

福岡大学病院　循環器内科（医学部　心臓・血管

内科学）は朔　啓二郎教授を中心に循環器疾患全

般の診療・研究、教育を担当しております。2009年

度の医局員数は約80名、毎年コンスタントな入局が

あります。大所帯の医局です。2008年度の実績と

しては入院1027人、年間の心臓・血管カテーテル

検査949例、冠動脈形成術269例、電気生理学的

検査247例、カテーテル・アブレーション109例、永

久ペースメーカー植え込み

術77例、植え込み型除細動

器植え込み術41例、心臓再

同期療法7例、心エコー

4952例、経食道心エコー

252例、冠動脈CT387例を

数えます。また昨年度カテ

ーテル手技における主たる

合併症は皆無で、手技の適

応選択や安全性、リスクファ

クターのコントロールにも確

固たるものがあると自負して

おります。更に研究も盛んに

行っており、毎年多くの論文

発表や博士号取得者があり

ます。新診療棟完成後はハートセンターとなり、

CCUの拡充および心臓リハビリテーションの開設も

予定されています。医学部同窓会の先生方には病

診連携はもとより、日頃から大変お世話になります

が、今後ともご指導のほど、宜しくお願い申し上げま

す。また入局希望者をご存知でしたら是非、心臓・

血管内科への入局をご指導賜りますよう、お願い申し

上げます。



15烏帽子会会報2010年春号

●　教室部門紹介　●

学ぶ若手医師をお待ちしています。特に研修医とし

て全国津々浦 に々飛び立った若鳶たちよ、門戸をいつ

も開いて待っています。鮭の如く福大に帰って来るこ

とを切望します。

ホームページ：http://www.med.fukuoka-u.ac.jp/interna3/index-j.htm

平成19年4月設立という新しい講座です。渡辺

憲太朗教授の下、藤田昌樹准教授、豊島秀夫講師

を含め、助教以上のスタッフが昨年に比して１名増

の7名となりました。また、2名の新規入局者を迎え

る事ができました。退局者もいますのでわずかでは

ありますが、医局員が増えてきました。このような小

規模講座ながら、教育、臨床、研究へと精一杯取り

組んでいます。疾患としては、肺癌、間質性肺炎、

気管支喘息、肺気腫、肺炎、睡眠時無呼吸症候群

などを取り扱っています。腫

瘍、感染症、アレルギー、

血管病変など多領域に及ぶ

疾病範囲をカバーし、医学

教育、内科診療に重要な位

置を占めていると自負してい

ます。昨年度は外来のべ

10,933名、入 院 患 者 数

484名（肺癌254名、呼吸

器感染症60名、間質性肺

炎40名、気 管 支 喘 息・

COPD 13名、睡眠時無呼

吸症候群85名、他32名）と

例年と比しても遜色ない診

療実績でした。研究に関し

ても英文原著論文が受理さ

れ、学位取得者を出す事ができました。設立3年が

経過し、講座としての体をなしてきたところです。幸

いにも、平成22年度にも、新たに1名の呼吸器内科

専門医を目指す人材が当科に参加していただけまし

た。福岡近郊のみならず、全国的にみても呼吸器内

科は専門医が不足しています。今後とも実地臨床に

役立つ呼吸器内科専門医を育てていければと考えて

います。

写真：同門会員集合写真

呼吸器内科学医局紹介
呼吸器内科医局長 准教授  　藤　田　昌　樹
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●　教室部門紹介　●

消化器外科とacute care surgery
消化器外科教授  　山　下　裕　一 （特別会員）

外科学講座再編から

3年が経ち消化器外科

は創成期から安定期に

移行しつつあります。そ

の専門分野構成は、臓

器別専門6チームと臓

器横断的な腹腔鏡手術

チーム、ＥＲＣＰなど

の内視鏡チーム、肝移

植チームの計9チームから成っています。当外科は

九州有数の癌手術例を誇り、大腸癌手術数は九州一

であります。その豊富な実績の基、卒業3年目以降

の若手外科医に対し多くの指導医による丁寧で緻密

な外科医教育を行い、全国的にみて最も若い術者を

育成する大学病院です。若手医師は外科学会専門

医を目指し病棟ローテートを行い、中堅医師は臓器

別専門チームに所属し外科診療を行いながら、更に

上位の専門医取得を目指しています。

新たな試みとして、平成23年度から消化器外科、

呼吸器外科、脳外科、整形外科、形成外科を中心と

した二次急性期患者に即応可能な急性期外科診療

部門（acute care surgery unit）を開設し診療を始め

ます。卒後3～5年目の医師を募集し、頑張った医

師には援助金支給制度付きの留学枠を設けます。

本校出身の先生方の応募を期待いたします。問い合

わせ窓口は消化器外科が担当致しますので、奮って

御応募ください。

岩﨑昭憲教授（福岡大学5回生）のもと診療対象

は、呼吸器、縦隔、乳腺、甲状腺と小児外科領域で

数多くの研究と実績を残しています。

肺癌の外科治療では、日本でも有数の症例数を

誇り、2009年度は九州で最多切除数でした。岩崎

教授は若手の内視鏡手術（胸腔鏡手術）の教育にも

取り組んでおり、全国的な指導を行っています。また

アジア各国の中心的な呼吸器外科施設との高速回

線を使った交流も行っています。肺移植では九州の

中心的施設であり、これまで脳死生体を含め6例全

例を成功させています。特に世界最年少と最年長の

生体一肺葉移植手術も各科の協力で成功させること

ができました。

乳癌に対しては、腫瘍内科、放射線科、形成外

科、病理部と協力して各患者にあったオー

ダーメイドの治療を施行しています。最近

では乳房温存のできない症例に対して、

形成外科による乳房再建を併用し患者さ

んのQOL維持を図っています．

小児外科では増本准教授が誕生し、手

術症例が増加しています。周産期部門と

協力して、1例でも多くの小さな命に手を

差し伸べています。

学生教育にも積極的に力を注いでいま

す。一例として臨床実習の学生には、一

人一台のiPod touchを配布して自己学習

の効果を上げるように工夫しており、学生

からの評価も高いです。

教室紹介 呼吸器・乳腺内分泌・小児外科
呼吸器•乳腺内分泌•小児外科医局長 講師  　吉　永　康　照（11回生）
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当科は1990年に形成外科診療班として整形外科

教室内に発足したところから始まりました。1996年に

診療科となり、2007年に形成外科学講座に昇格しま

した。現在、より一層に臨床と研究に邁進できる体制

が整いました。

現在の当教室の構成は教授の大慈弥裕之、講師の

高木誠司、助教5名、助手6名、研究生1名、秘書

2名、学外出向者を含めた医局員は30名と、少しず

つではありますが人数が増え、活気ある教室となって

います。また2008年より講座化に伴い、同門会を発

足いたしました。他教室と比べ同門会会員も少ないで

すが、良い伝統を作っていきたいと考

えております。

診療面では、症例数は年々増加

傾向にあり、平成21年1~12月のレ

ーザー、外来手術を含めた手術件数

は948例となりました。これもひとえ

に鳥帽子会会員の先生方の暖かい

御支援の賜物であります。この場を

かりて厚くお礼申し上げます。本年

は1000例を目標にがんばっていく

所存です。昨年、読売新聞社から

発行された「病院の実力2010　読

売新聞医療情報部編」では初めて形

成外科についての徹底調査が行われており、当科の

乳房再建についての記事が大きく取り上げられまし

た。

来年には新診療棟で皮膚科と合同で皮膚科・形成

外科・美容医療センターを開設します。それに向けて

2007年より皮膚科と合同で勉強会を行っており、診

療体制の向上をめざし、検討を重ねているところです。

また福岡大学病院形成外科のホームページ

(http://www.med.fukuoka-u.ac.jp/plastic/)をリニ

ューアルしました。是非ご覧ください。

（写真：当科主幹で行われた第83回日本形成外科学会九州支部学術集会）

福岡大学 医学部  形成外科学
形成外科医局長 助教  　牧　野　太　郎（25回生）

眼科学教室は内尾英一教授の主催のもと5年が

経過し、過渡期の状態は過ぎ去り軌道に乗ってきて

いるところです。内尾教授はアレルギー疾患、角膜、

結膜の眼表面疾患、免疫、炎症性疾患を専門とされ

近隣の開業の先生からの紹介も増えています。また

林　英之教授、本年度より診療教授となる尾崎弘明

先生のもと専門分野に固執せずオールマイティな眼

科医療を提供できることも当教室の特色の一つと言

えます。本年度は小沢昌彦講師（病棟医長）、有田

直子助教（外来医長）、梅田尚靖助教（医局長）、他

2名の助教、7名の助手、大学院生と卒後研修の医

師の体制で臨み、更に2名の医師が入局することに

なって教室の若返りが促進しています。特筆すべき

は、ことに当教室は女性医師の割合が多くなってきて

いることです。そのため、女性特有の繊細さ、優しさ

で患者様に丁寧な診察と安心感を与え好評を得てい

ます。外来は週日毎日の診療で、午後に眼炎症、緑

内障、網膜硝子体、小児眼科、黄斑外来の各専門

外来を設けています。手術日は週2回で、角膜移

植、硝子体手術、白内障、緑内障手術を行っていま

す。昨年より加齢黄斑変性に対する抗血管新生薬療

法を開始し症例も増加してきています。

眼科学教室紹介
眼科医局長 助教  　梅　田　尚　靖（18回生）

●　教室部門紹介　●
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関連病院は非常に充実しており、福岡県内には村

上華林堂病院、聖マリア病院（久留米市）、福岡赤十

字病院、福岡和白病院、福岡徳洲会病院、白十字

病院、百道浜山王病院、唐津赤十

字病院（佐賀県唐津市）、済生会

八幡総合病院（北九州市）、田主

丸中央病院（久留米市）、タカオ眼

科（宮崎県延岡市）に常勤医師を

出向させており、地域医療の一端

を担っています。

昨今の急激な医療環境の変化、

医療崩壊が社会問題となっていま

すが、当教室は内尾教授を中心に

眼科医療の砦となるべく教室員一同頑張っていく所

存ですので、皆様方からのご指導、ご鞭撻を賜りま

すよう、今後とも宜しくお願いいたします。

平成21年4月より第3代宮本新吾主任教授を迎

え新体制がスタートしました。診療については、周産

期、生殖内分泌、婦人科腫瘍の３つの領域を担って

います。周産期領域では、母体・胎児集中治療室

（MF-ICU）を有する総合周産期母子医療センターと

して県・厚労省から指定を受けており、福岡都市圏の

周産期医療の中心的役割を担っています。生殖内

分泌領域では、主に不妊

症、更年期障害、思春期

の内分泌異常を対象とし、

体外受精や、腹腔鏡など

内視鏡を用いた子宮内膜

症、子宮・卵管・卵巣の形

態学的な疾患の治療にも

積極的に取り組んでいま

す。婦人科腫瘍領域で

は、子宮癌や卵巣癌など

に対して手術、放射線、化

学療法を組み合わせた集

学的治療を行い、再発卵

巣癌症例に対しては分子

標的治療薬を用いた医師

主導型治験を実施してい

ます。また良性疾患に対する腹腔鏡を中心とした非

侵襲的治療など高い医療技術を導入して診療を行っ

ています。ここ数年、産婦人科医の減少、産科医療

の危機的状況などマイナスイメージが報道されてい

ますが、当医局は士気の高い若い医師たちが毎年、

教室の門を叩いてくれています。九州のいや日本を

支える教室になるよう一丸となって頑張っています。

福岡大学医学部　産婦人科学
産婦人科医局長 助教  　小　濱　大　嗣（15回生）

●　教室部門紹介　●
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主な臨床活動は手術の麻酔、術後鎮痛、外科系

ICU、ペインクリニックおよび緩和ケアです。

年間手術症例は年々増加しており、20年間で

4143症例から7106症例になりました。全ての手術

の麻酔管理を安全に行うべく日夜奮闘してい

ます。

術後鎮痛サービスの分野には力を入れて

おり、最新の技術を取り入れています。患者

管理鎮痛法を用いた鎮痛法が特徴です。

術後の痛みが少ないと患者さんも笑顔です

ごせます。

外科系ICUでは侵襲の大きな手術や合

併症を有する患者の術後管理を行っていま

す。肝移植、肺移植の術後も経験できます。

ペインクリニックは、薬物治療、神経ブロック治

療が主体で、特に帯状疱疹痛は当教室のテーマ

として取り組んでおり、多くの紹介患者さんが来院

されています。

緩和ケアは緩和ケアチームとして積極的に活動

しております。福大病院はがん診療拠点病院とな

っており、緩和ケアサービスを今後ますます充実

させていく予定です。

医局員は多いとは言えず、日 の々業務は忙しく、

楽ではありませんが、医局員一同やりがいをもって日

夜元気に働いています。仲間に入っていただける方

はいつでも連絡してください。お待ちしております。

香取清　kkatori@fukuoka-u.ac.jp

教室紹介　麻酔科学
麻酔科医局長 助教  　香　取　　　清（13回生）

臨床検査部教室は、2008年4月より小野

順子前教授の後任として松永彰教授が就任さ

れました。臨床検査部には、検体検査部門と

生理機能検査部門とがあり、約60名の臨床

検査技師などのパラメディカルが所属してい

ます。臨床検査医学講座では松永教授のご

指導の下、診療、臨床検査学と内分泌代謝学

の講義、BSLで臨床検査部にローテートして

きたM5、M6の学生指導を行い、また研究成

果は学会を通じて定期的に情報発信しており

ます。病気の診断、治療において臨床検査か

福岡大学病院  臨床検査部
臨床検査部医局長 助教  　松　本　直　通（14回生）
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現在の血液浄化療法センターに足を運ばれた方は

いらっしゃいますか。

昭和48（1973）年の福岡大学病院腎セ

ンター開設以来、病院外来2階で業務を

してまいりました。当初は６床から開始さ

れ、10床に増床後も透析導入、急性腎不

全、血漿交換のみならず、腹膜透析療法

指導、腎移植への対応を行ってまいりまし

た。しかし全科からの入院透析依頼に応え

るためには手狭でしたので、平成19年６

月より西別館4階に移転し、２５床（将来

的には30床）に増床されました。現在、多

くの点で改善され、機能的な設備となって

います。今や全国慢性透析患者数は

2008年末に282,622人となり、最多導入

原疾患はここ10年、糖尿病腎症が占め

（43.2％）、導入平均年齢も高齢（67.2歳）にな

りました。そのため通常の長期透析合併症に加

え、糖尿病や加齢の要因も加わり、益々密度の

濃い医療が求められています。現在、斉藤喬雄

腎臓・膠原病内科学教授、血液浄化療法センタ

ー部長のもと、医局員、看護師、臨床工学技

士、看護助手が一致団結しチーム医療を行って

います。また週１回の木曜カンファレンスや月

１回の医療安全学習会では、各科担当医師と

の密な連絡確認は当然のこと、観血的処置のた

めの救急薬剤準備、危機管理を確認し、業務を

行っております。

文責：笹冨佳江（13回生）

E-mail:sasatomi@fukuoka-u.ac.jp

 連絡先：内線　３３７４

福岡大学病院　血液浄化療法センター
腎臓・膠原病内科学講師  　笹　冨　佳　江（13回生）

ら得られる情報から病態を評価し、治療計画を立て

ていくわけですから、検査部からの精度の高い情報が

なければ患者さんに良質な医療を提供することはで

きません。そういった意味で臨床検査部の果たす役

割は極めて重要で、検査技師の皆さんはそうした責

任と自覚、プライドをもって仕事をしております。た

だ、臨床医にとって検査部はあまり馴染みがあるとは

いえず、患者さんを前にした臨床の現場で働く臨床

医と検査技師の間には、ややもすると認識のズレが

生じることもあります。このように臨床の現場と検査

室との連携は極めて重要な課題であり、お互いに尊

重し合い、コミュニケーションを密にして日常診療を

行っていくことが、ひいては病院の機能評価を高める

ことに直結していくものと思います。もし患者さんや

医師のニーズに対応できていない点などお気付きの

点がありましたら、遠慮なくご指摘ください。皆さんの

ご指摘でよりよい検査部の環境づくりを実現していけ

ればと思っております。
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福岡大学病院では、他大学と異なり薬学部教授が

薬剤部長を兼務しています。薬剤部長のもと、薬剤

師長が配置され、調剤室、薬品補給・管理室、製剤・

TPN・抗がん剤調製室、薬品情報・試験研究室、病

棟サテライトで46名の薬剤師が勤務しています。こ

れらの業務を通じて医師を始め医療関係者が医薬品

を適正かつ円滑に使用できるよう務めております。ま

た、感染（ICT）、栄養（NST）、褥瘡、緩和のチーム回

薬剤部の紹介
　　　　　　　　　　　薬剤部長  　二　神　幸次郎（福岡大学薬学部医療管理学講座実務薬剤学分野教授）

－薬学教育6年制での実務実習がいよいよスタート－

ナースステーションで薬学生実習風景 高カロリー輸液調製の実習風景

リハビリテーション部は病棟をもたず、臨床各科か

らリハビリ依頼がきます。１日に140～160人の患

者さんに対応しており、多い日は１日の新患数が15

人以上となります。急性期病院のため患者さんの回

転が速くバタバタした毎日です。常勤医師は２名で

す。福岡大学医学部同窓会のリハビリテーション部

で働いた　樋口（第１回卒）、安部（第７回卒）、薛

（第13回卒）、久保田（第14回卒）先生たちがリ

ハビリ在任中に難関とされているリハビリテーシ

ョン専門医の資格を獲得されています。その

後、山川先生（第19回卒）が来られ、現在は藤

沢先生（第19回卒）が来られています。現在、

理学療法士７名、作業療法士４名（内１名は

義肢装具士の資格も所有）、言語聴覚士２名の

小所帯です。リハビリの必要性が認識され、本

年４月より理学療法士、作業療法士が増員され

る予定です。福大病院と同じ規模の病院に比

べ、まだ療法士の数がはるかに少ないため臨床

各科の要望に充分こたえきれていない点もあります。

今後、脳卒中ケアユニットや、心臓リハビリへの専任

療法士派遣にむけて更に需要が高まりリハビリスタッ

フも充実していくとおもわれます。

執筆者：岩崎敬雄

役　職：リハビリテーション部前部長  准教授

連絡先：電話　内線２０７８

福大病院リハビリテーション部の紹介
リハビリテーション部前部長 准教授 　岩　﨑　敬　雄

●　教室部門紹介　●
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診に参加し、糖尿病教室、高血圧・高脂血症教室や

禁煙支援など患者への院内教育にも携わっています。

教育面では、医学部５年生を対象にBSLを週１

日行っています。一方、薬学教育６年制スタートに

際し、薬学部１年生の早期体験学習を既に開始し、

平成22年５月から薬学部５年生の長期実務実習を

始めます（写真）。また平成18年度からは、全国に

先駆け卒後薬剤師を対象に薬剤師レジデント制度を

実施しています。

研究の面では、医薬品による副作用の情報収集や

原因究明など薬物療法の安全性管理に関する研究

に取り組んでおり、これからも日常業務に加え教育、

研究の面から病院に貢献していきたいと考えていま

す。

私の所属する部署は、治験と臨床研究の支援を行

っています。治験は、新薬の承認のために製薬会社

の依頼を受けて病院で行う臨床試験です。この試験

は、法律で規制されています。

一方、臨床研究は、診断、治療、予防法の改善、

疾患の原因、病態の解明、生活の質の改善を目的に

行われる人を対象

とした研究です。

近年、研究者自ら

が企画、立案した

これらの研究は急

増しており、年間約

100件の申請があ

ります。これらの研

究は、国の倫理指

針に沿って行われ

ますが、法的規制

はありません。

平成20年７月

31日に「臨床研究の倫理指針」が、5年ぶりに全部改

訂となりました。特に被験者の保護が強調されてお

り、介入試験においては、被験者の健康被害の補償

のために、保険その他の必要な措置を講じておかな

ければならないと規定され、昨年4月には補償保険

という新たな商品が開発されています。

臨床研究がやりにくくなったように見えますが、新た

なエビデンスを作るためには臨床研究は欠かせない

ものであり、臨床研究支援センターでは、新指針を踏

まえた上での研究支援を行いたいと考えています。

臨床研究の指針に関して疑問がありましたら、お気軽

にご相談ください。

野田慶太

福岡大学病院臨床研究支援センター センター長

福岡大学大学院臨床研究科学　准教授

福岡大学病院臨床研究支援センター

092-801-1011 内線2794

福岡大学医学部　6回生

臨床研究
臨床研究支援センターセンター長 准教授  　野　田　慶　太（6回生）

平成16年度から保険診療を行う医師は、２年間

の卒後臨床研修が必修化され、平成18年度からは

歯科医師の卒後臨床研修も必修化されました。それ

までの大学病院では専門に特化した医師を育てる傾

向があったということから、日常的な疾患に対応でき

る医師を養成するという目的で臨床研修システムの

大変革がなされました。

卒後臨床研修センターの大きな仕事は、充実した

研修プログラムの作成・実施、研修医の援助、研修

申し込みに関する多種の援助という、あまり目立つこ

とはない仕事です。しかし、今後の病院の発展には、

素晴らしい研修医を確保することが、極めて重要なこ

とだと思っています。

平成16年度からの卒後臨床研修医の推移を表に

示しています。医師では、平成20年度に応募者が

激減しました。新任の内藤病院長の研修医の待遇改

卒後臨床研修センター
卒後臨床研修センター長  　比　嘉　和　夫（福岡大学医学部麻酔科学教授・特別会員）
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採用者数
マッチ率

マッチ者数応募者数募集

定員
採用年度

計他学本学計他学本学計他学本学

54450100％63558125299663平成16年度

50248100％636571262210463平成17年度

52943100％639541231311063平成18年度

4673995.2%608521232010363平成19年度

3382555.6%35102578186063平成20年度

49940100％5511441252310255平成21年度

42636100％55946108208855平成22年度

医師臨床研修マッチング状況

採用数マッチ率マッチ率
応募

者数

募集

定員

3100％4184

175％3144

3100％4124

4100％4244

4100％4154

歯科臨床研修マッチング

善の指導で、応募者のマッチ数はここ2年間は

100%と著明に改善しています。

センター長は比嘉和夫（ひが  かずお）、専任医師は

宗清正紀（むねきよ まさき）、事務室長は吉武行寛（よ

したけ  ゆきひろ）、事務職員は諏訪原満弓（すわはら 

まゆみ）と藤田智子（ふじた さとこ）でございます。

福岡大学筑紫病院が研修基幹病院の承認を新た

に受け、2名の臨床研修医を採用しています。

福岡大学筑紫病院の臨床研修は二見喜太郎（ふた

み  きたろう）准教授、事務は管理課の上野　聡（うえ

の  さとる）課長補佐が担当しています。

ホームページはhttp://www.hop.fukuoka-

u.ac.jp/sotsugo/index.htmlでございます。

  (文責 比嘉和夫)

病院における医療情報（診療カルテなど）の電子化

は国の後押しと時代の要請で推し進められてきまし

た。ICT（情報と通信技術）は時間と空間の利用効率

を劇的に改善し、診療に大きく役立っています。たと

えば、一人の患者さんに同時に多くの専門部門からア

クセスすることが可能で、専門知識の集約的な診療

が効率よくできます。また患者さんも検査結果を待

ち時間なく画面上で見ることができます。しかしICT

の集積度があがり役割が増すに従って、その管理運

営が重要になり、医療情報部の責任が大きくなりまし

た。福岡大学の医療情報部は内科外科系医師や看

護師、システムエンジニア、診療情報管理士、医療

情報技師などの専門家が協力し合って担っていま

す。活動の中心はいわゆる電子カルテの管理運営で

すが、地域医療連携の支援、がん登録をはじめとす

る各種診療情報の収集と利用促進、病院ニュースや

ホームページ、医療番組

の作成など患者さんや地

域住民への広報活動も

行い、住民と医療スタッ

フに対して地域完結型の

健康維持促進環境を提

供するべく活動していま

す。

　福岡大学病院 

　医療情報部

　部長   志村英生

　Tel　092-801-1011  

　内線　2065、2584

医療情報部 教室紹介
医療情報部部長  　志　村　英　生
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感染制御部は福大病院の感染対策を強化するた

め、専従・専任スタッフを配属した病院の一部門とし

て平成21年に誕生しました。感染制御とは、‘感染

症の発生を未然に予防すること’と、‘発生した感染

症を制圧すること’であり、患者さんが感染に関して

安心して診療を受け、医療関係者が安全に働ける病

院衛生環境の維持・構築をその任としています。中

核をなすのは医師（インフェクション コントロール ドク

ター；ICD)、看護師（インフェクション コントロール ナ

ース；ICN)、臨床検査技師、薬剤師、事務職員など

複数の関連職種からなるインフェクションコントロール

チーム（ICT）です。具体的な活動内容は、I. 病院医

療関連感染の早期発見・防止のためのサーベイラン

スや教育・啓発活動、II. 感染対策に関する各種相

談、III. 病院職員の感染防止を目的としたワクチン

接種や安全器材の導入、IV. 抗MRSA薬、カルバ

ペネム系抗菌薬などの使用例や血液培養例などへ

の感染症診療の支援・介入、V. 各種マニュアルの編

纂、等で、全病院の各部署と連携し、より良い福大病

院の衛生環境づくりに日々努めております。今後と

も、同窓の先生方の、ご理解とご支援の程、何卒よろ

しくお願い申し上げます。

福岡大学病院感染制御部
感染制御部部長  　髙　田　　徹

●　教室部門紹介　●

東洋医学外来は、1993年５月に菊池昌宏院長に

より開設され、2006年１０月に瓦林達比古院長（現

副学長）の時に東洋医学診療部になりました。診療

部長の向野義人スポーツ科学部教授と外来担当の

清永明スポーツ科学部教授（第１回生）、久保田正

樹助教（第１４回生）、宮本康嗣医師（第６回生、

非常勤）、木村豪雄医師第９回生、非常勤）の５名

で月曜日から土曜日まで鍼治療、漢方湯液治療を

行っています。当院は日本東洋医学会指定教育施

設として登録されており、東洋医学会指導医が５名

（その内東洋医学診療部２名）がおり、３年以上の研

修を行えば、漢方専門医受験資格を得ることが出来

ます。

鍼治療では向野教授が開発したM-Testを利用し

て、難治性疼痛の患者を中心に診療しています。又

毎年海外の医師、鍼灸師がM-Testの研修に訪れて

います。

漢方湯液治療では、冷え症、頭痛、めまい、動悸、

食欲不振、疼痛疾患、皮膚疾患、心療内科疾患等

の様々病態の方が受診されています。西洋医学的治

療では、なかなか良くならず、難治性の方もおられま

すが、少しでも症状が緩和できるように努力していま

す。教育活動では福岡大学東洋医学研究会や学生

の為の漢方セミナー等を行っています。

 福岡大学病院　東洋医学診療部

 助教　久保田　正樹　第14回生

 連絡先　PHS ６８５５

 E-mail：kubotama@fukuoka-u.ac.jp

東洋医学診療部紹介
東洋医学診療部医局長 助教 　久保田　正　樹（14回生）
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2009年8月31日、新しい英論文科学雑誌（査読

有）「ACSC(academic collaborations for sick 

children)」の発刊にこぎつけました。発刊後は、文部

科学省／（独立行政法人）科学技術振興機構（JST）

による審査も通過し、晴れて、海外向け研究成果デー

タベース「J-STAGE」に採択されました。J-STAGE

に採択された我 の々科学論文雑誌・論文は、pubmed 

をはじめとし、Google scholar やその他の海外英論

文データベースにリストアップされることとなりました。

詳細はwebで紹介します。

http://plaza.umin.ac.jp/~gakujutu/index.html

研究成果発表スピードアップの新しい試みとして、

科学雑誌を作ってしまうことは極めて珍しいことかもし

れません。しかし、私どもの研究（小児癌患者・若年

女性癌患者の妊孕性温存研究）を少しでも早く社会

還元すること、共同研究体制の構築・効率のよい情報

共有を考えると雑誌発刊は必然のことでありました。

以下、ACSCに関して紹介します。尚、本雑誌は厳

密な査読審査を有し、掲載論文はその査読審査を終

えた上で掲載されたものであることを付け加えておき

ます。2007年度 烏帽子会研究奨励賞に採択して頂

いた「超微小血管外科技術を応用した小児癌患者の

妊孕性温存研究」は形を少しずつ変えながらも、順調

に進めることができています。烏帽子会会長・高木先

生はじめ、福岡大学医学部同窓生の先生方に心より

感謝し、御礼申し上げます。尚、本誌はAmazon で

も購入可能です。

『ACSC／創刊の辞より』抜粋

はじめに

～未来の共同研究者たちへ～

「私の卵巣を凍結してもら 

  えませんか・・・・・」

2007年12月16日 1

人の子宮癌の患者さんが

知り合いのつてをどうにか

辿って、私に連絡をしてき

た。当時の私は、私の持

つ特殊手術技術である「超

微小血管外科技術(Super-Microsurgery)」を応用

し、食品凍結技術を有する企業と、卵巣臓器凍結の

基礎研究を行ない始めた頃であった。患者さんは20

代、約1週間後に、癌切除を目的として子宮摘出と

両側の卵巣摘出を予定していた。

卵巣凍結の倫理的問題に加え、卵巣内に癌細胞が

残存している可能性、癌再発の可能性、子宮自体も

切除されてしまう事もあり、卵巣凍結保存を実際に実

行するには多くの問題を抱えていた。しかし、患者さ

ん本人の「妊娠の可能性を僅かでも残したい」という希

望が強く、これらの多くの問題点抱えながらも東京大

学医学部 倫理委員会へ連絡を取り、2007年12月

26日 摘出された卵巣の一部を凍結保存した。

私どもは現在、医学研究者、理学研究者、薬学研

究者、獣医学研究者、工学研究者、食品凍結企業と

の学術連携により、癌患者さんの卵巣凍結技術の開

発を行なっている。目の前で病に苦しむ、この1人の

患者さんを助けること。異なる背景を持つ複数の研

究者が1つの目標を持って融合していくことで、革新

的な治療法を開発することができると信じている。

今回我々は、学術連携と小児疾患を対象とした 

Academic Collaborations for Sick Children 

（ACSC）を創刊する。この雑誌の特徴は、アイディア

ベースの研究論文でもかまわないこと、所属大学・企

業を問わないこと、そして異分野連携を行っている研

究が掲載対象である。小児疾患を対象とした研究で

あれば論文投稿者が医学系でなく、理学、農学、工

学、情報科学、芸術分野でも関係ありません。ただ

し、論文審査のルールとして、異分野連携を行った研

究のみを掲載する。我 の々試みにシンパシーを感じる

研究者よ、ぜひ第一歩を踏み出してみてください。

2009年8月31日

東京大学医学部 形成外科・美容外科　　

超微小血管外科研究室

　　　代表研究者　三　原　誠

〒113-8655  東京都文京区本郷7-3-1

　　　　　東京大学医学部附属病院　

E-mail;  mihara@keiseigeka.name

英論文科学雑誌（査読有）「ACSC(academic collaborations 
for sick children)」の発行に関して

東京大学病院形成外科  　三　原　　　誠（25回生）
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我々世代の医学部卒

後教育は、秩序だった

カリキュラムもなく、卒直

後入局した教室の人事

に沿い、臨床研修先や

派遣先の出張病院に赴

任した。我々に主体性

が無かった訳ではなく、

すべからく決定した人事

に沿い研修先や赴任先で、最善を尽くす習慣が自然

と身に付いていたのである。時として、教室から打ち

切り寸前の赴任先で腐る事無く、これでも教室の看

板を背負い赴任していると、自分を言い聞かせ、たっ

た一人残った赴任先の医局で臨床例を吟味し論文

執筆を行う等、その後の人生を左右する精神力を養

ったものである。

新カリキュラムが導入されて久しいが、これから本

格的にその評価がなされようとしている。ゆとり研修

のもたらす行方は、先行き暗く感じるが、その最大の

原因は研修を受ける側の切迫感の無さと、それに呼

応すべき指導側の諦めではないだろうか？自分が専

攻するとも思わぬ研修先で、しかもお客さん的な立

場では、シリアスな臨床の場を、本気で凌げるか甚

だ疑問である。また自分の教室に入局しない者へ、

専門教育が中心の教室員と、全く同じ教育の情熱を

注げというのも酷であろう。学生時代のベッドサイド

類似の研修を２度３度繰り返す現行教育システム

に、疑問を感じるのは私だけだろうか？

我 の々時代もローテーションは存在した。ただ専攻

を決め入局した教室の関連科を廻った。私は入局し

たのが一般外科の教室で有ったため、関連の心臓血

管外科(旧浅尾教授)、放射線科(旧岡崎教授)、麻

酔科・救急救命部(佐賀好生館)を約半年ごとにロー

テーションした。その頃なりにローテーション先では、

がむしゃらに一生懸命やったつもりであったが、その

経験が生かされたのは更に十数年後であった。

現在、幹細胞治療等を含めた再生医学医療を専

門とし、移植部門ではインスリンを分泌する膵島細胞

を単離・移植する膵島移植を担当するが、米国では

博士研究員の期間も含め、約10年間基礎研究部門

のチーフで、米国医科大学の教官として勤務した。

当地では共同研究を始め多くの研究者と切磋琢磨し

てきたが、血管・リンパ管新生や再生、生体イメージ

の開発研究、リドカインの生体反応と関連遺伝子から

の創薬など、長年行ってきた主力テーマの膵島研究

以外の研究テーマにも恵まれた。

薬理学系博士研究員の同僚や、その上司と行った

リンパ管新生の研究では、実際消化管癌腫を廓清し

てきた経験から、意図的に術式が変更されたり、予

後を左右するリンパ節を評価に加え転移モデルを作

製した。また血管新生モデルでは工学系や循環器

博士研究員と、血管内皮細胞再生に関するシグナル

の分子生物学的機能解析から血管移植のグラフトモ

デルに至るまで、様々な研究を行った。解剖や手技

は勿論、研究の方向性を決定する、疾患基礎の知識

の殆どはローテーションした、心臓血管外科で培わ

れたのは言うまでもない。

この他にも、ふとした事から生体イメージ器の開発

に携わった。本体は蛍光発色を行った病変や標的蛋

白を、in vivo で経時的に可視化する解析機である。

未だ臨床転用には問題が多いが、中でも通常の形態

を表示する CT 、MRI との共通マーカーが存在しな

いため(現在開発中)、深部組織や実質臓器で解剖

学的な構築を把握する事が、当機では困難である。

エンハンサーが流入する血管から、実質臓器内での

支配血管までの詳細に至る知識は、放射線科ローテ

ーション時の血管造影や、ある定期の画像診断所見

会でボロカスに怒られ、習得した読影技術の賜物で

あると信じる。

卒後20年を振り返って
－再生・移植研究の10年間を中心に－
福岡大学医学部 再生・移植医学講座 准教授  　小　玉　正　太（13回生）
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麻酔科研究では、偶然知人の臨床麻酔医が誤っ

て硬膜を穿刺したとき、麻酔薬が混入していた方が

生食を注入するより、膜の閉鎖が遷延化し予後が悪

いので、それを証明すべく基礎実験をさせて欲しいと

頼まれた。試行錯誤して実験を行った結果、硬膜や

単離した線維芽細胞とリドカインを添加した培養で

は、p21 を介して増殖シグナルへの移行が阻止され

ていた。これも実際、自分で硬膜外麻酔を施行し、

また脊椎疾患の麻酔をかけたりしない限り、直達的に

硬膜を摘出する気には、とてもならなかったと思われ

る。これらの様にローテーション時に得た知識や技術

は、今でも私にとって代え難い財産となっている。

最後に思う事であるが、すべからく過保護が良いと

は限らない。時代にそぐわないが、理不尽を知る事も

重要である。自分の尊敬する師に弟子入りし臨床、

研究など徹底的に指導を仰いでみてはどうか？　そ

の時は判らずとも、後に理不尽な事柄が、超直感的

で最短の回答を導く事であったと知るかもしれない。

師匠は言葉が足らず、秩序だった説明をしなかった

だけである。また臨床・研究を含む学問にも、必ず

一期一会は存在する。これに気づくか気づかないか

は、個人の感受性であり資質であり、生き方や理念に

つながる。こればかりは、大学で教官に習えるもので

は決してない。学生時代や初期研修時代に是非見

つけて欲しいものである。

筆者が勤務しました、米国医科大学の施設紹介。

　左：ハーバード医科大学正面（この芝地にテントを張り、毎年医学部卒業式が行われる）

右上：ブリガム・ウーマンズ病院（ブリガム・サークルから）。左ビルは 13 階に著者のオフィスが有った

　　　ソーン・ビル。

右下：ブリガム・ウーマンズ病院正面（入って直ぐの広間に、Joseph Murrayのノーベル賞受賞メダルが

　　　置かれている。1954年臨床腎移植第一例がここで行われ、成功した功績に対する受賞である）。
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平成23年度　福岡大学医学部同窓会

研究奨励賞募集
対　　　象：正会員及び準会員で、40才未満の者または学部卒業後１０年未満の者（本会会費完納を条件とする）

研 究 課 題：医学に関するものであれば自由（医学に関する研究計画又は研究論文）

申 請 方 法：所定の申請書による（所定欄に支部長推薦を要す）

提　出　先：〒814-0180　福岡市城南区七隈7-45-1　  　福岡大学医学部同窓会事務局

   　　　　　Tel 092-865-6353（直通）　　代表092-801-1011 内線3032 　Fax 092-865-9484

締　　　切：平成23年5月2日（月）

賞状・賞金：奨励賞（優秀論文賞を含む）５件以内

発表及び表彰：平成23年7月、第30回同窓会総会席上

そ   の   他：①受賞者は研究報告書を提出する事。

 　　　計画受賞者は1年後研究成果報告書を提出すること。

 　　③申請書は同窓会事務局に請求又は烏帽子会ホームページからダウンロードの事

 　　④申請書はワープロで記載し、過去の研究業績（原著、著書、症例報告、学会発表）、研究の独創性・

   　　　　　　重要性を十分に書く事

※準会員・学生会員の方もご応募下さい。

禍

花

稼

苛

禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾

禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾

箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

福岡大学医学部同窓会

在外研究援助金募集
　　

対　　象：正会員、準会員及び学生会員（本会会費完納を条件とする）で医学の研究または医療技術の習得

　　　　　のため、３ヶ月以上外国に留学する者

申請方法：所定の申請書により留学出発３ヶ月前までに提出の事

提  出  先：〒814-0180　福岡市城南区七隈7-45-1　福岡大学医学部同窓会事務局

　　　　　　　　　　　TEL 092-865-6353（直通）　代表092-801-1011  内線3032　　

　　　　　　　　　　　FAX 092-865-9484  

援  助  金：１件２０万円を限度とし、年間１０件以内

発　　表：その都度、同窓会会報に掲載

そ  の  他：①受給者は帰国後その成果を総会で口演するか同窓会会報に発表する事

　　　　　②申請書は同窓会事務局に請求又は烏帽子会ホームページからダウンロードの事
　

※準会員・学生会員の方もご応募下さい。

禍

花

稼

苛
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●　キャンパス便り　●

キャンパス便り

第49回九州・山口医科学生体育大会(以下、九山

)は福岡大学主管のもと行われることとなりました。昨

年前大会主管の大分大学から引き継いで以来、私た

ち運営委員は分からないことばかりで戸惑いながらも

一つ一つ準備を進めて参りました。正直、勉学や部

活動との兼ね合いなど、九山の仕事をするのが大変

と思ったこともありましたが、皆で助け合うことで、ここ

までやってくることができました。今年で49回目とな

る九山の歴史、先輩方が築いてこられてきた伝統の

重みや、参加人数が5000人を超えるという規模のこ

の大会の主管をさせていただくというプレッシャーを感

じながら、こうして無事に九山が開催されるということ

を誠にうれしく思います。

選手の皆様は今大会に向け、日々練習を重ねてこ

られたことでしょう。私自身、硬式庭球部の部員とし

てよく分かっています。選手の皆様が日ごろの成果を

100％発揮され、ここ福岡の地で多くの熱戦が繰り広

げられること、また医療従事者となる者同士、交流を

はかり、チームワークを育む場となれば私たち運営に

携わっている人間にとっては大会の最高の成功だと思

っております。

最後になりましたが、今大会を運営するにあたり、

黒木学部長をはじめ、大慈弥先生、各大学で評議委

員をお引き受けくださった教員ならびに職員の方 を々

はじめ、多くの方に多大なご尽力、ご支援を賜りまし

た。この場を借りて厚く御礼申し上げます。誠にあり

がとうございました。

九山医体評議委員長挨拶
第49回九州・山口医科学生体育大会評議委員長  　藤　井　那津美（Ｍ3）

受　　賞　　対　　象受　章　者年月日年度

平成21年度九州山口医科学生体育大会柔道部門中量級個人優勝

第61回西日本医科学生総合体育大会バレーボール女子部門３位

第61回西日本医科学生総合体育大会水泳女子部門３位

第61回西日本医科学生総合体育大会硬式庭球女子部門ベスト４位

第24回全日本医科学生アーチェリー競技大会団体優勝

第24回全日本医科学生アーチェリー競技大会個人優勝

竹　山　文　徳

バレーボール愛好会

水泳愛好会

硬式庭球愛好会

アーチェリー愛好会

岩　松　有希子

21.  8.28

22.  1.15

22.  1.15

22.  1.15

22.  1.15

22.  1.15

21

21

21

21

21

21

平成21年度  烏帽子会賞受賞者名簿

速報!! 九山バスケット部門 （福岡大学体育館ほか、4月17、18日開催）

  バスケット部男子「優勝！」
  昨年の西医体ベスト8、全医体ベスト8に引き続き快挙達成。

  女子も「ベスト4」の好成績。
  九山水泳部門 （佐賀県総合運動場、４月24日開催）

  総合　第3位・女子部門　第2位
  －詳細は、次回の烏帽子回会報に掲載予定－
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終了を知らせるホイッスルが鳴り響いたとき、私は

目の前が惨んで見えなくなった・・・

　

皆さんはフットサルというスポーツをご存知だろう

か？フットサルとは５対５でするサッカーの小さい版み

たいなものである。と、フットサルを本気でやっている

人はそう説明するのは嫌いだがここでフットサルを語

ればキリがないので今回はそう説明しよう。

私は医学部フットサルチーム、ヴェネターレ福岡を

一年前に立ち上げた。そもそも医学部のサッカー部に

一年生のとき所属していた私は長年のフットサル経験

を生かしフットサルの社会人リーグでどれだけ自分が

通用するかを試したいと思い、苦渋の選択の末サッカ

ー部をやめることにした。そして二年間、九州リーグに

所属するチームでプレーをした。サッカー部の先輩に

はやめた後もかわいがってもらい大変感謝している。

九山にフットサルが競技種目となったのは今から三

年前だった。社会人チームでプレーしながら将来医

学部にフットサル部を作るのが夢だったので、九山に

フットサルがあると知った昨年、いいきっかけだと思い

急いで手続きをし、九山に出場した。メンバーは10

人。そのうち７人がサッカー部だった。大会に向け

ての練習はサッカー部の休みの合間を縫って2、3回

しかできなかった。結果は言うまでもなく、二敗。し

かもチームで一得点しか取れず予選敗退だった。そ

の後メンバーは多少増えたが相変わらずサッカー部

ばかりで、たまに大会に出たりオールメディカルという

大きな医科学生大会にも出場したりした。

しかし、前回の九山で悔しい経験をしたメンバーで

中身の濃い練習や大会など一緒に時間を過ごしてき

たのでチームとしての完成度も高く今回の九山は入賞

できる自信はあった。

その自信の通り危なげなく予選を通過し、決勝トー

ナメントの初戦は昨年０－３で負けた産業医科大だ

った。予選無失点の福大は安定した守備と爆発的な

攻撃力で３－０と見事リベンジを果たした。決勝は

九山連覇、オールメディカル優勝の負けなし最強と言

われている九大だった。（後から聞いた話だが、九大

が結局勝つだろうとどこの大学も予想していたらしい）

その九大に３－０とリードし福大の圧勝ムードが漂う

中、九大も意地をみせ３－２まで迫った。流れが九

大に傾きかけた後半残りわずか、福大はPKをもらい

勝負は決まった。４－２で九大を撃破したのだ。

こうして今回、九山フットサル部門に福大の名を刻

んだのだが、私達、ヴェネターレ福岡はまだ、ただの

フットサルチームにすぎない。正式な“部”となり学校

から補助してもらう

ためには数年の活

動が必須だと聞い

ていたので今やっ

と申請への第一歩

が踏み出せたとい

うところだろうか。

最後に、責任者

として急なお願い

にも快く承諾し、

優勝を心から喜ん

でくれた大慈弥先

生に部員一同、感

謝したい。

九山優勝
医学部フットサルチーム ヴェネターレ福岡  代表  　濵　田　泰　志（Ｍ5）

●　キャンパス便り　●
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追悼文　兄、故濵畑俊仁へ
濵畑クリニック院長　濵　畑　和　人（2回生）

訃　報

●　訃　報　●

追悼文　兄、故濵畑俊仁へ
濵畑クリニック院長　濵　畑　和　人（2回生）

正会員 浜　畑　俊　仁 先生　　平成21年   9月21日 ご逝去（3回生）

正会員 蜂　谷　隆　彦 先生　　平成21年 10月17日 ご逝去（8回生）

正会員 高　橋　志　郎 先生　　平成22年   1月   4日 ご逝去（9回生）

正会員 清　永　　　幸 先生　　平成22年   3月   5日 ご逝去（2回生）

私は５歳年下の弟で、２期生として一緒に入学し

ました。共通の思い出が多く、兄は私にとって、兄であ

りながら、先輩であり、親友？でありました。

兄への追悼文を依頼され困っておりましたが、お礼

を申し上げる機会を頂いたのだと考え、皆様の兄への

思い出のほんの一部と思いますが、自分なりの思い出

を交えながら、お礼を申し上げたいと思います。

買い被りかもしれませんが、優しくて、牽引力の強い

人でした。仲間が集まり、一緒に後をついていくと、結

局楽しい結果に終わり、よくめずらしい体験が待ってい

たと思います。中でも海では、サザエを自分たちで捕

り食べ、伊勢海老を捕り食べ、石鯛など魚を捕り食べ

等しました。楽しかったです。（素潜りなので悪質では

なかったと考えています。）結構危険な所にも行きまし

たが、特に事故もなく、それが当たり前と思っていまし

た。今思うと、兄の心の中は厳しいものであったかもし

れません。勉強の方でも、仲間内では中心人物でし

た。試験の時など、教えられるわけでは無いのに、みん

なが集まって一緒に勉強しました。牽引力のある人間

には協力者が必要で、兄が皆さんの中心になれたの

は、皆さんのおかげと思います。

昭和55年、鹿児島大学第２外科に入局させてもら

いました。この頃は一緒に行動することは少なく、よく

知りませんが、海にはよく行っていました。

昭和59年より地元の田代町で開業、地域医療に取

り組みました。主に消化器を診ていましたが、俊仁先

生を慕って来てくれる患者さんが多いでした。

しかし平成８年頃より精神的に調子を崩し、最近の

十数年間は、昔を懐かしんだりすることは出来なくな

っていました。統合失調症でした。悩み苦しみ、大変

で、自分の考えは他人には理解できないもので、これ

を了解不能と言いますと人前で話したことがありま

す。医者でなければ楽だったかもしれません。

平成20年６月に直腸癌に罹患し、画像診断等を見

て解かっていたでしょうが、現状拒否を続けました。１

年後にも遠隔転移が認めらない悪性度でしたが、直

腸周囲の浸潤は増悪し、通過障害等出現して来て、

平成21年９月２７日に永眠しました。

最後にこれまで兄を支えてくださいました皆様にお

礼を申し上げますとともに、発病初期から家族以上に

ご高配いただいた山下 亙先生に厚く御礼申し上げま

す。

兄ちゃんの60年は自分たちに残っているよ、安らか

に眠ってください。
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●　訃　報　●

平成21年10月17

日午後0時34分、蜂

谷君の携帯電話から

の電話にすぐに出た

僕は、いつもの調子

で「よー、蜂ちゃん元

気か？」と言ったとこ

ろ、電話口からは女

性の声で、「先生、た

った今12時7分に主人が亡くなりました」との返事。

一瞬何事か分からず呆然とする僕に電話の声は「苦

しみましたけど、最後は優しい顔でした」と、どう答え

て良いか分からず「そんな馬鹿な、何で蜂谷が…」と

言うのがやっとでした。2年前に、前立腺癌で、それ

も骨盤に転移があるようだとのことを聞いても、ホルモ

ン療法で順調に経過しているように聞いていたので、

安心していたところ、9月末に、抗ガン剤治療に切り

替えるので、しばらく入院になるから蜂谷眼科の代診

の手配を頼まれて、亡くなる3日前に1日だけどうし

ても代診が見つからないことを連絡をした時は、「抗

ガン剤による副作用と肝機能低下できついけど、大

丈夫 ！ 」と普通に答えてくれていましたね。心配させ

ないように、無理に元気な振りをしていたのですね。

残念です。これからもっと仕事をしなければならない

と言う時に……。君を失ったことは、蜂谷家のご家族

にとって、そして僕たち友人一同にとっても、かけが

えのない人物を失ってしまいました。

蜂谷先生は、昭和61年に福岡大学眼科入局、研

修医、医員をへて平成2年から4年にかけて、

Miami大学Bascom Palmer眼研究所に留学し帰国

後、福岡大学眼科助手、医局長として大学で活躍さ

れ、平成13年6月にお父上の蜂谷眼科を継承されま

した。学生時代から、何事にも動じない、おおらか

で、いつも楽しそうにニコニコしていた先生でした。

あまり研究には興味も縁もないような先生で、頭脳明

晰にもかかわらず、眠れる獅子のように、時折天才的

な思考回路の一部を披露してくれていましたが、普

段は飄 と々した先生でした。Miami大学への留学を

決めた時も、特に悩むことなく、留学中もマイアミで楽

しく、陽気な生活をエンジョイしていることばかりが伝

わってきて、少しは研究してるのかなと疑っていまし

たが、帰国後の報告では、当時角膜の分野での最

先端の「角膜インレイによる屈折矯正法」や、今や中

途失明の第一位になりつつある加齢黄斑変性に対す

る「光線力学的療法の開発」の実験をしていたことが

わかり、さらにBascom Palmer研究所には、蜂谷君

以降続けて福大から5名の留学が綿 と々続いたこと

からも、留学先では、その優秀さの片鱗を見せてい

たのだなと感心したことを覚えています。大学に戻っ

てきてからも、副医局長、医局長として医局員をまと

め、3回の全国学会の主催も、資金集めから、演題

決定、会場設営、運営まで中心になって働いてくれま

した。開業後も、地元北九州の眼科医会や福岡県

眼科医会の理事として、福大同門会の副会長として、

今からまさに活躍してくれる事を期待されながらの急

逝には、友人を代表して心から哀悼の意を表します。

最後に、「蜂谷先生、君に出会えて楽しかった、あ

りがとう。」

追悼文　兄、故濵畑俊仁へ
濵畑クリニック院長　濵　畑　和　人（2回生）

蜂谷隆彦先生を偲んで
かとう眼科医院 院長　加　藤　　 整（5回生）
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医局長・医長名簿

平成22年4月現在

外 来 医 長病 棟 医 長医　局　長
［ 福 大 病 院 ］

石　塚　賢　治田　中　俊　裕⑰佐々木　秀　法腫瘍･血液･感染症内科
蘆　田　健　二工　藤　忠　睦姥明　比　祐　子内 分 泌 ･糖 尿 病 内 科
藤　見　幹　太⑱佐　光　英　人⑲小　川　正　浩⑭循 環 器 内 科
竹　山　康　章⑮阿　南　　　章⑱岩　田　　　郁⑬消 化 器 内 科
笹　冨　佳　江⑬三　宅　勝　久中　島　　　衡腎 臓 ･膠 原 病 内 科
廣　田　貴　子原　田　泰　志藤　田　昌　樹呼 吸 器 内 科
樋　口　正　晃　（神経）津　川　　　潤馬　場　康　彦⑳神 経 内 科 ･健 康 管 理 科
宗　清　正　紀　（健管）〃
永　井　　　宏鰻吉　田　公　輔田　中　謙太郎浦精 神 神 経 科
田　中　真理子瓜　　 〃　　 (ディケア )
森　島　直　美井手口　　　博⑲田　中　美　紀⑰小 児 科
松　尾　勝　一⑪星　野　誠一郎　山　内　　　靖消 化 器 外 科
今給黎　尚　幸⑲濱　武　大　輔⑳吉　永　康　照⑪呼吸器･乳腺内分泌･小児外科
石　河　利　之⑱金　宮　　　毅⑭佐　伯　和　彦⑮整 形 外 科
大　矢　浩　史衛　藤　明　子牧　野　太　郎浦形 成 外 科
八　尋　龍　巳⑳竹　本　光一郎瓜岩　朝　光　利⑰脳 神 経 外 科
西　見　　　優伊　藤　信　久竹　内　一　馬⑳心 臓 血 管 外 科
森　　　竜　樹閏伊　藤　宏太郎瓜古　賀　文　二姥皮 膚 科
足　立　知大郎蔚入　江　慎一郎⑰松　岡　弘　文⑧泌 尿 器 科
堀　内　新　司⑱大　竹　良　子厩（３東）小　濱　大　嗣⑮産 婦 人 科

植　田　多恵子（３北）〃
有　田　直　子⑮小　沢　昌　彦⑮梅　田　尚　靖⑱眼 科
山　野　貴　史⑱末　田　尚　之⑰宮　城　司　道⑨耳 鼻 咽 喉 科
山　下　真　一⑳高　良　真　一⑱藤　光　律　子⑧放 射 線 科
平　田　和　彦⑫平　田　和　彦⑫香　取　　　清⑬麻 酔 科
高　橋　宏　昌瀬　戸　美　夏古　田　治　彦歯 科 口 腔 外 科

久　野　　　敏病 理 部
松　本　直　通⑭臨 床 検 査 部
熊　川　みどり輸 血 部

田　中　潤　一喜多村　泰　輔⑯救 命 救 急 セ ン タ ー
中　村　公　紀⑯総合周産期母子医療センター

鍋　島　茂　樹⑬柏　木　謙一郎武　岡　宏　明浦総 合 診 療 部
久保田　正　樹⑭東 洋 医 学 診 療 部

［ 筑 紫 病 院 ］
生　野　慎二郎⑧筑紫病院（総医局長）

三　好　　　恵⑮久保田　和　充⑲東　條　秀　明⑰内 科 第 一
赤　木　隆　紀蔚田　中　　　誠閏※富　田　健　一蔚内 科 第 二
久　部　高　司⑰光　安　智　子高　木　靖　寛⑮消 化 器 科 ･内 視 鏡 部
鶴　澤　礼　実城　谷　吾　郎吉　兼　由佳子⑲小 児 科
富　安　孝　成姥永　川　祐　二⑲三　上　公　治⑬外 科
毛　利　正　玄⑯篠　田　　　毅姥秋　吉　祐一郎整 形 外 科
相　川　　　博相　川　　　博新　居　浩　平厩脳 神 経 外 科
石　井　　　龍⑤平　　　浩　志⑮石　井　　　龍⑤泌 尿 器 科
佐　々　由季生佐　伯　有　祐佐　伯　有　祐眼 科
松　井　　　郁厩一番ヶ瀬　　崇⑲一番ｹ瀬　　 崇⑲耳 鼻 咽 喉 科

中　島　力　哉⑭放 射 線 科
生　野　慎二郎⑧麻 酔 科
原　岡　誠　司病 理 部
堤　　　正　則救 急 部

（○内の数字は卒業回、筑紫病院の※印は内科第一・第二・消化器科の代表医長）

●　烏帽子会資料　●



35烏帽子会会報2010年春号

●　烏帽子会資料　●

教育職員人事（講師以上）
（○内の数字は福大医学部卒業回）
［平成21.10.2～22.4.1］

摘　　要発令日氏　　名資　格所　属区分
21.12. 1瓦　林　達比古副 学 長産 科 婦 人 科 学

任 命

21.12. 1黒　木　政　秀医 学 部 長生 化 学
21.12. 1内　藤　正　俊病 院 長整 形 外 科
21.12. 1向　坂　彰太郎副 病 院 長消 化 器 内 科 学
21.12. 1比　嘉　和　夫副 病 院 長麻 酔 科 学
21.12. 1大慈弥　裕　之　③副 病 院 長形 成 外 科 学
21.12. 1岩　下　明　徳筑 紫 病 院 長筑 紫 病 理
21.12. 1前　川　隆　文　②筑紫副病院長筑 紫 外 科
21.12. 1松　井　敏　幸筑紫副病院長消 化 器 科
21.12. 1田　村　和　夫医学研究科長腫瘍･血液･感染症内科学
22. 4. 1塩　田　悦　仁教 授リハビリテーション部

昇 格

22. 4. 1志　村　英　生教 授医 療 情 報 部
22. 4. 1尾　籠　晃　司准 教 授精 神 医 学
22. 4. 1伊　崎　輝　昌准 教 授整 形 外 科 学
22. 4. 1瀬　川　波　子准 教 授心 臓 血 管 内 科 学
22. 4. 1小　川　正　浩　⑭准 教 授循 環 器 内 科
22. 4. 1熊　川　みどり准 教 授輸 血 部
22. 4. 1早　田　哲　郎　⑪准 教 授消 化 器 内 科
22. 4. 1星　野　誠一郎准 教 授消 化 器 外 科
22. 4. 1明　比  祐  子講 師内 分 泌 ･糖 尿 病 内 科
22. 4. 1阿　南　　　章　⑱講 師消 化 器 内 科　
22. 4. 1竹　山　康　章　⑮講 師消 化 器 内 科　
22. 4. 1中　村　信　之　⑩講 師泌 尿 器 科
22. 4. 1堤　　　正　則講 師筑 紫 脳 神 経 外 科
22. 4. 1永　田　忍　彦教 授筑 紫 内 科 第 二採 用
22. 4. 1鍋　島　一　樹教 授病 理 学

所 属 換 22. 4. 1山　内　　　靖講 師消 化 器 外 科 学
22. 4. 1松　下　満　彦講 師精 神 神 経 科
21.12.31近　藤　寛　之　　講 師眼 科

退 職
21.12.31安　西　慶　三　講 師内 分 泌 ･糖 尿 病 内 科

愚

寓

喰

隅

虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞

遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

事務局からのご連絡
 　3年間に亘る「福岡大学創立75周年記念募金」が幕を閉じました。その間、医学部同
窓会としては医学部卒業生としての寄付がどうであったかに重点をおき表をまとめまし
た。その為、寄付目的や寄付区分（例えば、卒業生、父兄、職員等）により、一部に欠落
や重複が生じた懸念が否めません。若し皆様ご覧の上（38～41ページ）誤りがございま
したら、烏帽子会事務局あて、お知らせください。
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0
0

1
1

1
4
1
長
崎

1
7
.3
 

1
9

1
1
0

1
,7
95
,0
0
0

1
0
,0
0
0

1
0
,0
0
0

1
0
0
,0
0
0

1
2

1
4
2
佐
世
保

3
1
.8
 

1
4

44
1
,6
8
0
,0
0
0

1
0
,0
0
0

1
3

1
5
0
熊
本

20
.0
 

3
5

1
7
5

3
,2
0
0
,0
0
0

20
,0
0
0

1
0
,0
0
0

50
,0
0
0

60
0
,0
0
0

1
4

1
6
0
大
分

28
.6
 

24
8
4

3
,3
3
0
,0
0
0

40
,0
0
0

20
,0
0
0

1
0
0
,0
0
0

1
5

1
7
0
宮
崎

3
1
.6
 

25
7
9

5,
98
0
,0
0
0

1
0
,0
0
0

1
6

1
8
0
鹿
児
島

1
8
.2
 

29
1
59

2,
59
0
,0
0
0

1
0
,0
0
0

1
0
0
,0
0
0

1
0
0
,0
0
0

1
7

1
9
0
沖
縄

7
.8
 

4
51

65
0
,0
0
0

1
8

2
0
0
中
国

20
.2
 

20
99

3
,3
50
,0
0
0

1
,0
0
0
,0
0
0

20
,0
0
0

1
0
,0
0
0

1
9

2
2
0
広
島

1
6.
7
 

1
8

1
0
8

1
,3
60
,0
0
0

1
0
,0
0
0

50
,0
0
0

1
0
,0
0
0

2
0

3
0
0
四
国

24
.1
 

1
3

54
1
,0
50
,0
0
0

3
0
,0
0
0

1
0
0
,0
0
0

2
1

4
0
0
関
西

5.
4 

8
1
48

61
0
,0
0
0

20
,0
0
0

1
50
,0
0
0

2
2

5
0
0
中
部

7
.5
 

4
53

1
7
0
,0
0
0

1
0
,0
0
0

1
0
,0
0
0

2
3

6
0
0
関
東

9.
9 

1
5

1
51

8
8
0
,0
0
0

1
0
0
,0
0
0

20
,0
0
0

50
,0
0
0

1
0
0
,0
0
0

1
3
0
,0
0
0

1
0
0
,0
0
0

2
4

7
0
0
東
北

23
.1
 

3
1
3

1
0
0
,0
0
0

2
5

8
0
0
北
海
道

8
.3
 

1
1
2

1
0
,0
0
0

2
6

外
国

5.
9 

1
1
7

3
0
0
,0
0
0

3
0
0
,0
0
0

2
7

不
明

0
25

0
2
8

合
計

1
0
5,
99
1
,0
0
0

1
40
,0
0
0

28
0
,0
0
0

1
45
,0
0
0

52
0
,0
0
0

1
,3
3
0
,0
0
0

20
0
,0
0
0

21
0
,0
0
0

40
,0
0
0

48
0
,0
0
0

8
0
0
,0
0
0

1
,4
40
,0
0
0

41
1
,0
0
0

1
8
0
,0
0
0

62
0
,0
0
0

2
9

総
人
員
A

3
,3
22

1
0
6

91
97

1
1
2

95
99

1
0
2

94
90

93
96

94
1
0
9

1
0
5

3
0

寄
付
人
員
B

67
1

4
7

1
0

8
9

3
1
5

3
7

1
0

9
9

1
0

1
5

3
1

B
/A
(%
)

20
.2
 

3
.8
 

7
.7
 

1
0
.3
 

7
.1
 

9.
5 

3
.0
 

1
4.
7
 

3
.2
 

7
.8
 

1
0
.8
 

9.
4 

9.
6 

9.
2 

1
4.
3
 

3
2



38烏帽子会会報2010年春号

●　正会員75周年  寄付情報2　●
正
会
員
75
周
年
  寄
付
情
報
2（
平
成
22
年
4
月
6
日
現
在
／
第
11
回
発
表
分
ま
で
）

7
5
周
年
寄
付

姓
　
　
名

卒
回

支
部

1
,0
0
0
,0
0
0
 

朔
　
　
　
啓
二
郎

1

七 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 隈

3
0
0
,0
0
0
 

林
　
　
　
英
　
之

1
40
0
,0
0
0
 

大
慈
弥
　
裕
　
之

3
40
0
,0
0
0
 

竹
　
下
　
盛
　
重

3
40
0
,0
0
0
 

廣
　
瀬
　
伸
　
一

3
40
0
,0
0
0
 

松
　
永
　
　
　
彰

3
3
0
0
,0
0
0
 

岩
　
崎
　
昭
　
憲

5
20
0
,0
0
0
 

岩
　
本
　
英
　
明

5
1
0
0
,0
0
0
 

田
　
中
　
伸
之
介

5
3
0
0
,0
0
0
 

森
　
重
　
徳
　
継

6
1
0
0
,0
0
0
 

小
河
原
　
　
　
悟

7
1
0
0
,0
0
0
 

安
　
元
　
佐
　
和

7
3
0
0
,0
0
0
 

継
　
　
　
　
　
仁

8
1
50
,0
0
0
 

松
　
岡
　
弘
　
文

8
50
,0
0
0
 

大
　
城
　
真
　
也

1
1

20
,0
0
0
 

早
　
田
　
哲
　
郎

1
1

3
0
,0
0
0
 

松
　
尾
　
勝
　
一

1
1

20
0
,0
0
0
 

三
　
浦
　
伸
一
郎

1
1

1
0
0
,0
0
0
 

吉
　
永
　
康
　
照

1
1

3
0
,0
0
0
 

篠
　
原
　
徹
　
雄

1
2

3
0
,0
0
0
 

平
　
田
　
和
　
彦

1
2

1
0
,0
0
0
 

入
　
江
　
　
　
真

1
3

1
5,
0
0
0
 

香
　
取
　
　
　
清

1
3

1
0
,0
0
0
 

小
　
玉
　
正
　
太

1
3

1
0
0
,0
0
0
 

笹
　
冨
　
佳
　
江

1
3

1
0
0
,0
0
0
 

鍋
　
島
　
茂
　
樹

1
3

1
0
,0
0
0
 

真
　
山
　
　
　
崇

1
3

3
0
,0
0
0
 

金
　
宮
　
　
　
毅

1
4

1
0
0
,0
0
0
 

久
保
田
　
正
　
樹

1
4

1
0
0
,0
0
0
 

城
　
島
　
　
　
宏

1
4

1
0
,0
0
0
 

有
　
田
　
直
　
子

1
5

3
0
,0
0
0
 

小
　
濱
　
大
　
嗣

1
5

1
0
,0
0
0
 

小
　
沢
　
昌
　
彦

1
5

3
0
0
,0
0
0
 

辻
　
岡
　
　
　
寛

1
5

50
,0
0
0
 

喜
多
村
　
泰
　
輔

1
6

1
0
,0
0
0
 

杉
　
　
　
恭
　
之

1
6

3
0
0
,0
0
0
 

原
　
賀
　
勇
　
壮

1
6

1
0
0
,0
0
0
 

入
　
江
　
慎
一
郎

1
7

50
,0
0
0
 

末
　
田
　
尚
　
之

1
7

50
,0
0
0
 

田
　
中
　
俊
　
裕

1
7

20
,0
0
0
 

田
　
中
　
美
　
紀

1
7

1
0
,0
0
0
 

右
　
田
　
博
　
敬

1
7

1
0
,0
0
0
 

梅
　
田
　
尚
　
靖

1
8

50
,0
0
0
 

西
　
尾
　
　
　
淳

1
8

20
,0
0
0
 

八
　
尋
　
英
　
二

1
8

1
0
,0
0
0
 

今
給
黎
　
尚
　
幸

1
9

20
,0
0
0
 

太
　
田
　
栄
　
治

1
9

50
,0
0
0
 

佐
々
木
　
隆
　
光

1
9

1
0
,0
0
0
 

吉
　
兼
　
由
佳
子

1
9

1
0
,0
0
0
 

安
　
部
　
　
　
洋

2
0

50
,0
0
0
 

菅
　
村
　
真
由
美

2
0

3
0
,0
0
0
 

竹
　
内
　
一
　
馬

2
0

1
0
,0
0
0
 

冨
　
岡
　
禎
　
隆

2
0

1
0
,0
0
0
 

濵
　
武
　
大
　
輔

2
0

7
5
周
年
寄
付

姓
　
　
名

卒
回

支
部

1
0
,0
0
0
 

林
　
田
　
好
　
生

2
0

七 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 隈

1
0
,0
0
0
 

八
　
尋
　
龍
　
巳

2
0

1
0
,0
0
0
 

吉
　
田
　
亮
　
子

2
0

50
,0
0
0
 

北
　
島
　
　
　
研

2
1

1
0
,0
0
0
 

重
　
松
　
研
　
二

2
1

1
0
,0
0
0
 

三
　
笠
　
裕
　
美

2
1

1
0
0
,0
0
0
 

吉
　
村
　
　
　
力

2
1

1
0
,0
0
0
 

川
　
上
　
豪
　
仁

2
2

3
0
,0
0
0
 

宮
　
島
　
茂
　
郎

2
2

5,
0
0
0
 

上
　
田
　
秀
　
一

2
3

20
,0
0
0
 

内
　
藤
　
雅
　
康

2
3

50
,0
0
0
 

讃
　
井
　
絢
　
子

2
4

1
0
,0
0
0
 

中
　
村
　
友
　
紀

2
4

50
,0
0
0
 

フ
ァ
ン
 ジ
ェ
ー
ン

2
4

1
0
,0
0
0
 

槙
　
　
　
研
　
二

2
4

1
0
,0
0
0
 

櫻
　
井
　
静
　
佳

2
5

1
0
,0
0
0
 

牧
　
野
　
太
　
郎

2
5

1
0
,0
0
0
 

伊
　
藤
　
宏
太
郎

2
6

20
,0
0
0
 

及
　
川
　
美
帆
里

2
6

1
0
,0
0
0
 

大
　
山
　
拓
　
人

2
6

1
0
,0
0
0
 

古
　
賀
　
洋
　
介

2
6

1
0
,0
0
0
 

竹
　
本
　
光
一
郎

2
6

3
0
,0
0
0
 

田
　
中
　
祥
　
継

2
6

1
0
,0
0
0
 

西
　
平
　
智
　
和

2
6

1
0
,0
0
0
 

濱
　
中
　
和
嘉
子

2
6

1
0
,0
0
0
 

松
　
嶋
　
　
　
悠

2
6

20
,0
0
0
 

森
　
　
　
竜
　
樹

2
7

3
0
,0
0
0
 

有
　
村
　
忠
　
聴

2
8

1
0
,0
0
0
 

仮
　
屋
　
久
美
子

2
8

20
,0
0
0
 

杉
　
村
　
朋
　
子

2
8

1
0
,0
0
0
 

前
　
原
　
　
　
都

2
8

1
0
,0
0
0
 

佐
　
藤
　
　
　
晋

3
0

50
,0
0
0
 

福
　
永
　
篤
　
志

3
0

20
,0
0
0
 

吉
　
田
　
祐
　
士

3
1

7
,3
0
0
,0
0
0

合
計
金
額

3
65
 

支
部
総
数
（
A
）

8
8
 

納
入
者
数
（
B
)

24
.1
%

B
/A

20
,0
0
0
 

二
　
見
　
喜
太
郎

1

筑 　 　 紫 　 　 病 　 　 院

50
0
,0
0
0
 

前
　
川
　
隆
　
文

2
3
0
0
,0
0
0
 

浦
　
田
　
秀
　
則

3
3
0
0
,0
0
0
 

柴
　
田
　
陽
　
三

4
1
0
0
,0
0
0
 

小
　
川
　
　
　
厚

6
50
,0
0
0
 

山
之
内
　
良
　
雄

7
1
0
0
,0
0
0
 

植
　
木
　
敏
　
晴

8
1
0
,0
0
0
 

酒
　
井
　
憲
　
見

8
20
0
,0
0
0
 

生
　
野
　
慎
二
郎

8
3
0
0
,0
0
0
 

坂
　
田
　
俊
　
文

1
0

3
0
,0
0
0
 

三
　
上
　
公
　
治

1
3

5,
0
0
0
 

毛
　
利
　
正
　
玄

1
6

1
0
0
,0
0
0
 

安
　
藤
　
智
　
恵

1
8

3
0
,0
0
0
 

蒲
　
池
　
紫
　
乃

1
8

1
,0
0
0
 

富
　
田
　
健
　
一

2
1

5,
0
0
0
 

篠
　
田
　
　
　
毅

2
3

7
5
周
年
寄
付

姓
　
　
名

卒
回

支
部

1
0
,0
0
0
 

矢
　
野
　
　
　
豊

2
4

筑 　 紫 　 病 　 院

20
,0
0
0
 

平
　
井
　
孝
　
直

2
5

1
0
,0
0
0
 

清
　
田
　
光
　
一

2
8

1
0
,0
0
0
 

石
　
川
　
智
　
士

2
9

1
0
,0
0
0
 

丸
　
山
　
誠
　
代

2
9

20
,0
0
0
 

村
　
上
　
一
　
索

2
9

5,
0
0
0
 

冨
　
永
　
健
　
二

3
0

1
0
,0
0
0
 

松
　
村
　
圭
一
郎

3
0

1
0
,0
0
0
 

三
　
浦
　
聖
　
高

3
0

2,
1
56
,0
0
0

合
計
金
額

1
0
3
 

支
部
総
数
（
A
）

25
 

納
入
者
数
（
B
)

24
.3
%

B
/A

1
0
,0
0
0
 

大
　
川
　
正
　
幸

1

福 　 　 　 　 　 　 　 　 岡

50
,0
0
0
 

加
　
来
　
数
　
馬

1
3
0
0
,0
0
0
 

権
　
藤
　
公
　
和

1
61
0
,0
0
0
 

髙
　
木
　
忠
　
博

1
3
0
0
,0
0
0
 

田
　
口
　
純
　
一

1
50
,0
0
0
 

田
　
口
　
　
　
星

1
3
0
0
,0
0
0
 

時
　
　
　
修
　
一

1
3
0
,0
0
0
 

中
　
山
　
幸
　
一

1
50
,0
0
0
 

西
　
　
　
憲
一
郎

1
3
0
0
,0
0
0
 

山
　
嵜
　
　
　
節

1
20
0
,0
0
0
 

穴
　
井
　
恵
　
子

2
3
0
0
,0
0
0
 

井
　
槌
　
邦
　
雄

2
50
0
,0
0
0
 

江
　
下
　
明
　
彦

2
3
0
0
,0
0
0
 

加
　
藤
　
真
　
理

2
1
0
0
,0
0
0
 

久
志
本
　
俊
　
郎

2
3
0
0
,0
0
0
 

古
　
原
　
雅
　
樹

2
1
0
,0
0
0
 

進
　
藤
　
道
　
子

2
20
,0
0
0
 

成
　
冨
　
　
　
修

2
3
,0
0
0
,0
0
0
 

長
谷
川
　
伸
　
一

2
50
,0
0
0
 

福
　
嶋
　
和
　
生

2
1
0
0
,0
0
0
 

松
　
岡
　
正
　
樹

2
3
0
0
,0
0
0
 

諸
　
岡
　
達
　
也

2
20
0
,0
0
0
 

諸
　
岡
　
智
　
子

2
40
0
,0
0
0
 

植
　
田
　
治
　
夫

3
3
0
0
,0
0
0
 

梅
　
野
　
英
　
輔

3
3
0
0
,0
0
0
 

片
田
江
　
民
　
雄

3
3
0
0
,0
0
0
 

高
　
田
　
和
　
幸

3
1
0
0
,0
0
0
 

高
　
原
　
利
　
明

3
3
0
0
,0
0
0
 

詠
　
田
　
由
　
美

3
50
0
0
0
0
 

前
　
田
　
和
　
弘

3
1
0
0
,0
0
0
 

兪
　
　
　
孝
　
一

3
1
0
,0
0
0
 

†
御
　
鍵
　
孝
　
史

3
1
,0
0
0
,0
0
0
 

熊
　
谷
　
雅
　
之

4
3
0
,0
0
0
 

黒
　
田
　
雄
　
志

4
3
0
0
,0
0
0
 

筒
　
井
　
隆
　
一

4
1
0
0
,0
0
0
 

西
　
野
　
紀
　
子

4
1
0
0
,0
0
0
 

蓮
　
尾
　
研
　
二

4
3
0
0
,0
0
0
 

安
　
藤
　
公
　
英

5
20
,0
0
0
 

稲
　
員
　
　
　
徹

5
50
0
,0
0
0
 

占
　
部
　
嘉
　
男

5
1
0
0
,0
0
0
 

中
　
村
　
秀
　
治

5

7
5
周
年
寄
付

姓
　
　
名

卒
回

支
部

3
0
0
,0
0
0
 

畠
　
山
　
定
　
宗

1
1

福 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 岡

1
0
0
,0
0
0
 

平
　
塚
　
俊
　
樹

1
1

3
0
0
,0
0
0
 

松
　
井
　
孝
　
明

1
1

3
0
0
,0
0
0
 

松
　
井
　
美
由
樹

1
1

3
0
0
,0
0
0
 

南
　
　
　
昌
　
江

1
1

1
0
,0
0
0
 

本
　
村
　
　
　
明

1
1

1
,0
0
0
,0
0
0
 

森
　
　
　
俊
　
介

1
1

1
0
,0
0
0
 

吉
　
田
　
哲
　
也

1
1

1
0
0
,0
0
0
 

藤
　
川
　
麻
衣
子

1
2

1
0
0
,0
0
0
 

前
　
田
　
浩
　
和

1
2

3
0
0
,0
0
0
 

笠
　
　
　
健
児
朗

1
2

50
,0
0
0
 

喜
多
村
　
祐
　
次

1
3

50
,0
0
0
 

木
　
村
　
史
　
郎

1
3

50
,0
0
0
 

薛
　
　
　
克
　
良

1
3

3
0
0
,0
0
0
 

山
　
下
　
太
　
郎

1
3

50
,0
0
0
 

岩
　
田
　
佳
　
子

1
5

50
0
,0
0
0
 

窪
　
田
　
真
　
知

1
5

1
0
0
,0
0
0
 

中
　
村
　
享
　
代

1
5

1
0
0
,0
0
0
 

藤
　
原
　
　
　
明

1
5

1
0
0
,0
0
0
 

藤
　
原
　
真
　
紀

1
5

3
0
0
,0
0
0
 

星
　
子
　
一
　
郎

1
5

1
0
0
,0
0
0
 

稲
　
田
　
博
　
道

1
6

3
0
0
,0
0
0
 

辻
　
岡
　
安
　
美

1
6

1
0
,0
0
0
 

有
　
馬
　
詩
　
生

1
7

3
0
,0
0
0
 

大
　
島
　
幸
　
子

1
7

1
0
0
,0
0
0
 

富
　
田
　
恵
　
理

1
8

1
0
,0
0
0
 

中
　
島
　
啓
　
輔

1
9

20
,0
0
0
 

北
　
川
　
晃
　
子

2
2

50
,0
0
0
 

野
　
村
　
優
　
子

2
2

1
0
,0
0
0
 

安
　
田
　
淳
　
司

2
3

3
0
0
,0
0
0
 

栁
　
澤
　
義
　
和

2
4

1
0
,0
0
0
 

古
　
賀
　
沙
都
子

2
6

1
0
,0
0
0
 

高
　
宮
　
陽
　
介

2
6

1
0
0
,0
0
0
 

森
　
　
　
大
　
介

2
9

3
0
0
,0
0
0
 

安
　
川
　
重
　
義

2
9

1
0
,0
0
0
 

三
　
嶋
　
崇
　
靖

3
1

50
,0
0
0
 

中
　
山
　
景
一
郎

3
2

50
,0
0
0
 

原
　
　
　
真
　
介

3
2

3
2,
56
0
,0
0
0
 

合
計
金
額

68
4 

支
部
総
数
（
A
）

1
3
3
 

納
入
者
数
（
B
)

1
9.
4%

B
/A

7
5
周
年
寄
付

姓
　
　
名

卒
回

支
部

3
0
0
,0
0
0
 

古
　
野
　
剛
　
一

5

福 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 岡

50
0
,0
0
0
 

松
　
田
　
年
　
浩

5
3
0
0
,0
0
0
 

松
　
本
　
信
一
郎

5
3
0
0
,0
0
0
 

吉
　
永
　
真
　
也

5
3
0
0
,0
0
0
 

大
　
国
　
貴
　
史

6
50
0
0
0
0
 

上
　
村
　
精
一
郎

6
50
,0
0
0
 

倉
　
岡
　
抄
　
子

6
20
,0
0
0
 

近
　
藤
　
宏
　
二

6
1
0
0
,0
0
0
 

坂
　
上
　
明
　
彦

6
50
0
,0
0
0
 

田
　
野
　
茂
　
樹

6
20
0
,0
0
0
 

橋
　
本
　
幹
　
稔

6
3
0
0
,0
0
0
 

平
　
野
　
　
　
基

6
60
0
,0
0
0
 

水
　
戸
　
正
　
樹

6
50
,0
0
0
 

宮
　
内
　
陽
　
一

6
1
0
,0
0
0
 

荒
　
木
　
義
　
雄

7
1
0
0
,0
0
0
 

井
　
上
　
隆
　
則

7
40
0
,0
0
0
 

井
　
上
　
燈
　
爾

7
3
0
0
,0
0
0
 

上
　
田
　
章
　
雄

7
3
0
0
,0
0
0
 

大
　
島
　
　
　
恵

7
1
0
0
,0
0
0
 

小
河
原
　
利
帆
子

7
50
0
,0
0
0
 

小
　
野
　
広
　
幸

7
3
0
0
,0
0
0
 

加
　
野
　
草
　
平

7
1
0
,0
0
0
 

杉
　
　
　
紀
　
賢

7
3
0
0
,0
0
0
 

田
　
代
　
英
一
郎

7
1
0
0
,0
0
0
 

波
多
江
　
登
喜
子

7
3
0
0
,0
0
0
 

原
　
　
　
直
　
彦

7
1
,0
0
0
,0
0
0
 

原
　
　
　
道
　
也

7
1
0
0
,0
0
0
 

平
　
田
　
　
　
亮

7
3
0
0
,0
0
0
 

森
　
下
　
哲
　
哉

7
50
,0
0
0
 

池
　
田
　
昭
　
仁

8
3
0
0
,0
0
0
 

岩
　
隈
　
昭
　
夫

8
3
0
,0
0
0
 

小
　
川
　
修
　
介

8
1
0
,0
0
0
 

中
　
庭
　
洋
　
一

8
25
0
,0
0
0
 

中
　
村
　
吉
　
孝

8
3
0
0
,0
0
0
 

渕
　
野
　
泰
　
秀

8
3
0
0
,0
0
0
 

宮
　
崎
　
　
　
親

8
3
0
0
,0
0
0
 

馬
　
渡
　
秀
　
仁

8
3
0
0
,0
0
0
 

森
　
下
　
富
士
夫

8
50
,0
0
0
 

渡
　
辺
　
良
　
二

8
50
0
,0
0
0
 

柴
　
田
　
憲
　
助

9
60
,0
0
0
 

住
　
吉
　
慶
　
明

9
3
0
0
,0
0
0
 

田
　
中
　
誠
　
司

9
1
0
0
,0
0
0
 

平
　
川
　
勝
　
之

9
1
,0
0
0
,0
0
0
 

二
　
田
　
哲
　
博

9
3
0
0
,0
0
0
 

渕
　
野
　
由
　
起

9
3
0
0
,0
0
0
 

早
稲
田
　
　
　
隆

9
3
0
0
,0
0
0
 

本
　
庄
　
　
　
考

1
0

3
0
0
,0
0
0
 

松
　
本
　
一
　
郎

1
0

3
0
0
,0
0
0
 

三
　
原
　
千
　
拡

1
0

50
,0
0
0
 

矢
　
野
　
文
　
良

1
0

3
0
0
,0
0
0
 

案
　
浦
　
美
　
雪

1
1

3
0
0
,0
0
0
 

石
　
蔵
　
礼
　
二

1
1

1
0
0
,0
0
0
 

岡
　
　
　
芳
　
彦

1
1

3
0
0
,0
0
0
 

加
　
月
　
力
之
祐

1
1
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7
5
周
年
寄
付

姓
　
　
名

卒
回

支
部

0
 

福 岡 赤 十 字

0
 

合
計
金
額

1
9 

支
部
総
数
（
A
）

0
 

納
入
者
数
（
B
)

0
.0
%

B
/A

1
0
0
,0
0
0
 

馬
　
郡
　
良
　
英

1

飯 　 　 　 塚

20
,0
0
0
 

田
　
代
　
研
　
児

4
1
0
0
,0
0
0
 

西
　
園
　
久
　
徳

4
3
0
0
,0
0
0
 

近
　
藤
　
　
　
淳

1
0

50
,0
0
0
 

多
　
田
　
　
　
勝

1
6

20
,0
0
0
 

加
　
藤
　
千
　
明

3
0

59
0
,0
0
0
 

合
計
金
額

44
 

支
部
総
数
（
A
）

6 
納
入
者
数
（
B
)

1
3
.6
%

B
/A

1
0
0
,0
0
0
 

古
　
賀
　
哲
　
二

1

筑 　 　 　 　 　 豊

50
,0
0
0
 

†
深
　
村
　
俊
　
和

1
2,
0
0
0
,0
0
0
 

松
　
本
　
直
　
樹

3
3
0
0
,0
0
0
 

吉
　
峯
　
晃
　
一

4
20
0
,0
0
0
 

阿
　
部
　
由
　
利

8
1
0
0
,0
0
0
 

大
　
野
　
哲
　
二

1
4

2,
7
50
,0
0
0
 

合
計
金
額

3
6 

支
部
総
数
（
A
）

6 
納
入
者
数
（
B
)

1
6.
7
%

B
/A

3
0
0
,0
0
0
 

高
　
良
　
由
貴
夫

1

朝 　 　 　 　 倉

3
0
0
,0
0
0
 

杉
　
山
　
正
　
治

3
3
0
0
,0
0
0
 

田
　
�
　
庸
　
一

3
3
0
0
,0
0
0
 

古
　
林
　
修
　
一

6
3
0
0
,0
0
0
 

古
　
賀
　
　
　
学

7
3
0
0
,0
0
0
 

東
　
島
　
　
　
正

8
1
,8
0
0
,0
0
0
 

合
計
金
額

21
 

支
部
総
数
（
A
）

6 
納
入
者
数
（
B
)

28
.6
%

B
/A

7
5
周
年
寄
付

姓
　
　
名

卒
回

支
部

50
,0
0
0
 

†
元
　
永
　
隆
　
三

1

北 　 　 　 　 　 九 　 　 　 　 　 州

3
0
0
,0
0
0
 

穴
　
井
　
堅
　
能

2
3
0
0
,0
0
0
 

蛭
　
崎
　
隆
　
男

2
3
0
0
,0
0
0
 

河
　
野
　
雄
　
幸

2
55
0
,0
0
0
 

坂
　
本
　
博
　
士

2
3
0
0
,0
0
0
 

重
　
田
　
正
　
義

2
20
0
,0
0
0
 

東
　
　
　
雅
　
司

2
3
0
0
,0
0
0
 

宇
　
野
　
卓
　
也

3
1
0
0
,0
0
0
 

貝
　
塚
　
博
　
美

3
3
0
0
,0
0
0
 

小
金
丸
　
史
　
隆

3
3
0
0
,0
0
0
 

中
　
山
　
管
一
郎

3
3
0
0
,0
0
0
 

浅
　
野
　
正
　
也

4
1
0
,0
0
0
 

池
　
田
　
信
　
子

4
3
0
0
,0
0
0
 

内
　
田
　
克
　
彦

4
3
0
0
,0
0
0
 

太
　
田
　
佳
　
介

4
20
0
,0
0
0
 

黒
　
川
　
雅
　
史

4
3
0
0
,0
0
0
 

津
　
田
　
恵
次
郎

4
3
50
,0
0
0
 

香
  月
  き
ょ
う
子

5
3
0
0
,0
0
0
 

木
　
村
　
　
　
博

5
3
0
0
,0
0
0
 

口
　
羽
　
政
　
徳

5
3
0
0
,0
0
0
 

北
　
城
　
厚
　
志

5
3
0
0
,0
0
0
 

安
　
藤
　
由
起
子

6
1
0
0
,0
0
0
 

市
　
岡
　
泰
　
子

6
20
,0
0
0
 

内
　
山
　
衣
　
子

6
3
0
0
,0
0
0
 

倉
　
島
　
雅
　
子

6
3
0
0
,0
0
0
 

佐
　
藤
　
�
　
之

6
1
0
0
,0
0
0
 

†
市
　
岡
　
敏
　
幸

6
50
,0
0
0
 

平
　
山
　
祐
　
義

7
1
,0
0
0
,0
0
0
 

増
　
田
　
雄
　
一

7
50
,0
0
0
 

井
　
上
　
三
保
子

8
3
0
0
,0
0
0
 

上
　
野
　
清
　
司

8
50
,0
0
0
 

岡
　
田
　
　
　
理

8
1
0
0
,0
0
0
 

木
　
本
　
和
　
之

8
3
0
0
,0
0
0
 

篠
　
原
　
貫
　
之

8
50
,0
0
0
 

†
元
　
永
　
隆
　
三

1
3
0
0
,0
0
0
 

穴
　
井
　
堅
　
能

2
3
0
0
,0
0
0
 

蛭
　
崎
　
隆
　
男

2
3
0
0
,0
0
0
 

河
　
野
　
雄
　
幸

2
55
0
,0
0
0
 

坂
　
本
　
博
　
士

2
3
0
0
,0
0
0
 

重
　
田
　
正
　
義

2
20
0
,0
0
0
 

東
　
　
　
雅
　
司

2
3
0
0
,0
0
0
 

宇
　
野
　
卓
　
也

3
1
0
0
,0
0
0
 

貝
　
塚
　
博
　
美

3
3
0
0
,0
0
0
 

小
金
丸
　
史
　
隆

3
3
0
0
,0
0
0
 

中
　
山
　
管
一
郎

3
3
0
0
,0
0
0
 

浅
　
野
　
正
　
也

4
1
0
,0
0
0
 

池
　
田
　
信
　
子

4
3
0
0
,0
0
0
 

内
　
田
　
克
　
彦

4
3
0
0
,0
0
0
 

太
　
田
　
佳
　
介

4
20
0
,0
0
0
 

黒
　
川
　
雅
　
史

4
3
0
0
,0
0
0
 

津
　
田
　
恵
次
郎

4
3
50
,0
0
0
 

香
  月
  き
ょ
う
子

5
3
0
0
,0
0
0
 

木
　
村
　
　
　
博

5
3
0
0
,0
0
0
 

口
　
羽
　
政
　
徳

5

7
5
周
年
寄
付

姓
　
　
名

卒
回

支
部

3
0
0
,0
0
0
 

北
　
城
　
厚
　
志

5

北 　 　 　 　 　 九 　 　 　 　 　 州

3
0
0
,0
0
0
 

安
　
藤
　
由
起
子

6
1
0
0
,0
0
0
 

市
　
岡
　
泰
　
子

6
20
,0
0
0
 

内
　
山
　
衣
　
子

6
3
0
0
,0
0
0
 

倉
　
島
　
雅
　
子

6
3
0
0
,0
0
0
 

佐
　
藤
　
�
　
之

6
1
0
0
,0
0
0
 

†
市
　
岡
　
敏
　
幸

6
50
,0
0
0
 

平
　
山
　
祐
　
義

7
1
,0
0
0
,0
0
0
 

増
　
田
　
雄
　
一

7
50
,0
0
0
 

井
　
上
　
三
保
子

8
3
0
0
,0
0
0
 

上
　
野
　
清
　
司

8
50
,0
0
0
 

岡
　
田
　
　
　
理

8
1
0
0
,0
0
0
 

木
　
本
　
和
　
之

8
3
0
0
,0
0
0
 

篠
　
原
　
貫
　
之

8
1
,0
0
0
,0
0
0
 

菅
　
　
　
　
　
朗

8
3
0
,0
0
0
 

德
　
永
　
武
　
男

8
3
0
0
,0
0
0
 

赤
　
司
　
和
　
彦

9
3
0
0
,0
0
0
 

梶
　
原
　
一
　
郎

9
3
0
0
,0
0
0
 

合
　
屋
　
和
　
弘

9
1
0
0
,0
0
0
 

時
　
澤
　
郁
　
夫

9
3
0
0
,0
0
0
 

松
　
村
　
　
　
洋

9
1
0
0
,0
0
0
 

伊
　
藤
　
　
　
裕

1
0

3
0
0
,0
0
0
 

渋
　
江
　
有
　
恒

1
0

3
0
0
,0
0
0
 

山
　
崎
　
　
　
宏

1
0

1
0
,0
0
0
 

赤
　
染
　
公
　
彦

1
1

3
0
0
,0
0
0
 

高
　
嶋
　
雅
　
樹

1
1

1
0
0
,0
0
0
 

武
　
末
　
佳
　
子

1
1

1
0
0
,0
0
0
 

中
　
村
　
　
　
浩

1
1

1
0
0
,0
0
0
 

古
　
賀
　
一
　
吉

1
2

20
,0
0
0
 

小
　
松
　
千
　
代

1
2

1
0
0
,0
0
0
 

陣
　
林
　
伯
　
禎

1
2

3
0
0
,0
0
0
 

立
　
川
　
　
　
裕

1
3

50
,0
0
0
 

平
　
川
　
正
　
代

1
3

1
0
0
,0
0
0
 

山
　
浦
　
智
　
子

1
3

1
0
0
,0
0
0
 

山
　
道
　
光
　
雲

1
3

1
0
0
,0
0
0
 

和
　
田
　
　
　
聡

1
3

3
0
0
,0
0
0
 

村
　
田
　
知
　
子

1
4

3
0
0
,0
0
0
 

西
　
明
　
　
　
真

1
5

3
0
0
,0
0
0
 

浅
　
海
　
　
　
透

1
6

1
0
0
,0
0
0
 

阿
　
部
　
　
　
亨

1
6

1
0
0
,0
0
0
 

稲
　
野
　
靖
　
枝

1
7

1
0
,0
0
0
 

内
　
田
　
博
　
子

1
7

1
0
,0
0
0
 

桑
　
原
　
美
　
保

1
7

60
,0
0
0
 

武
　
田
　
　
　
研

1
7

20
,0
0
0
 

中
　
西
　
幸
　
子

1
9

1
,0
0
0
,0
0
0
 

吉
　
水
　
一
　
郎

2
2

1
0
0
,0
0
0
 

山
　
門
　
　
　
健

2
8

50
,0
0
0
 

川
　
畑
　
咲
　
子

3
1

1
5,
45
0
,0
0
0
 

合
計
金
額

23
3
 

支
部
総
数
（
A
）

7
0
 

納
入
者
数
（
B
)

3
0
.0

B
/A

7
5
周
年
寄
付

姓
　
　
名

卒
回

支
部

1
0
0
,0
0
0
 

藤
　
田
　
　
　
晃

1

長 　 　 崎

22
0
,0
0
0
 

松
　
屋
　
直
　
樹

1
1
0
0
,0
0
0
 

今
　
田
　
達
　
也

2
3
0
0
,0
0
0
 

楠
　
本
　
泰
　
博

3
50
,0
0
0
 

中
　
村
　
美
貴
子

3
50
,0
0
0
 

笹
　
山
　
初
　
代

6
3
0
0
,0
0
0
 

哲
　
翁
　
和
　
博

6
1
0
0
,0
0
0
 

伊
　
崎
　
祐
　
介

7
1
0
0
,0
0
0
 

立
　
木
　
　
　
均

8
1
0
0
,0
0
0
 

藤
　
井
　
正
　
博

8
1
0
,0
0
0
 

詫
　
摩
　
和
　
彦

9
3
0
,0
0
0
 

立
　
川
　
隆
　
義

9
1
0
0
,0
0
0
 

高
　
岸
　
有
　
子

1
1

1
0
,0
0
0
 

濵
  
崎
　
宏
　
明

1
1

1
0
0
,0
0
0
 

村
　
上
　
正
　
彰

1
3

5,
0
0
0
 

重
　
松
　
淳
　
哉

1
6

1
0
0
,0
0
0
 

藤
　
原
　
靖
　
子

1
9

1
0
,0
0
0
 

六
　
倉
　
和
　
生

2
1

1
0
,0
0
0
 

山
　
口
　
東
　
平

2
6

1
,7
95
,0
0
0
 

合
計
金
額

1
1
0
 

支
部
総
数
（
A
）

1
9 

納
入
者
数
（
B
)

1
7
.3
%

B
/A

3
0
0
,0
0
0
 

城
　
戸
　
正
　
喜

1

筑 　 　 　 　 　 　 紫

50
,0
0
0
 

権
　
藤
　
英
　
資

1
3
0
0
,0
0
0
 

﨑
　
村
　
正
　
良

1
3
0
0
,0
0
0
 

久
　
富
　
　
　
清

1
1
0
0
,0
0
0
 

箕
　
田
　
　
　
薫

1
3
0
0
,0
0
0
 

﨑
　
村
　
桂
　
子

3
3
0
0
,0
0
0
 

高
　
山
　
邦
　
子

4
3
0
0
,0
0
0
 

竹
　
野
　
文
　
洋

5
3
0
0
,0
0
0
 

蔵
　
田
　
善
　
規

7
3
0
0
,0
0
0
 

柴
　
田
　
昌
　
彦

7
3
0
0
,0
0
0
 

眞
　
武
　
弘
　
明

8
3
0
0
,0
0
0
 

帆
　
足
　
俊
　
男

9
50
,0
0
0
 

今
　
里
　
栄
二
郎

1
2

1
0
,0
0
0
 

木
　
村
　
一
　
雄

1
2

1
0
,0
0
0
 

桑
　
原
　
元
　
尚

1
2

3
0
0
,0
0
0
 

呉
　
　
　
義
　
憲

1
2

3
0
0
,0
0
0
 

天
ケ
瀬
　
寛
　
信

1
3

1
0
,0
0
0
 

池
　
田
　
耕
　
一

1
4

1
0
0
,0
0
0
 

池
　
上
　
浩
　
規

1
6

40
0
,0
0
0
 

大
久
保
　
正
　
一

1
8

50
,0
0
0
 

吉
　
原
　
友
　
篤

3
1

4,
3
8
0
,0
0
0
 

合
計
金
額

1
0
5 

支
部
総
数
（
A
）

21
 

納
入
者
数
（
B
)

20
.0
%

B
/A

7
5
周
年
寄
付

姓
　
　
名

卒
回

支
部

1
0
0
,0
0
0
 

市
　
原
　
　
　
巌

1

中 　 　 　 国

3
0
0
,0
0
0
 

重
　
岡
　
秀
　
信

2
1
0
0
,0
0
0
 

應
　
儀
　
一
　
良

3
1
0
0
,0
0
0
 

東
　
條
　
武
　
彦

3
3
0
0
,0
0
0
 

小
笠
原
　
康
　
二

5
20
,0
0
0
 

山
　
田
　
輝
　
城

7
3
0
,0
0
0
 

河
内
山
　
高
　
史

8
3
0
,0
0
0
 

水
　
津
　
　
　
貴

9
60
0
,0
0
0
 

新
　
田
　
佳
　
示

9
50
,0
0
0
 

井
　
廻
　
　
　
宏

1
0

3
0
0
,0
0
0
 

舩
　
津
　
春
　
美

1
0

20
,0
0
0
 

三
尾
母
　
孝
　
惠

1
0

1
0
0
,0
0
0
 

平
　
川
　
千
代
子

1
1

3
0
,0
0
0
 

篠
　
山
　
理
　
香

1
2

1
0
,0
0
0
 

西
　
崎
　
優
　
子

1
3

20
0
,0
0
0
 

廣
　
田
　
　
　
修

1
3

3
0
,0
0
0
 

竹
　
尾
　
善
　
文

1
5

1
0
,0
0
0
 

奥
　
村
　
剛
　
清

1
9

20
,0
0
0
 

山
　
田
　
　
　
潤

2
3

1
,0
0
0
,0
0
0
 

河
　
内
　
啓
一
郎

2
8

3
,3
50
,0
0
0
 

合
計
金
額

99
 

支
部
総
数
（
A
）

20
 

納
入
者
数
（
B
)

20
.2
%

B
/A
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7
5
周
年
寄
付

姓
　
　
名

卒
回

支
部

3
0
0
,0
0
0
 

大
　
城
　
昌
　
平

1

筑 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 後

8
0
,0
0
0
 

足
　
達
　
　
　
裕

1

1
0
0
,0
0
0
 

下
津
浦
　
康
　
裕

1

3
0
0
,0
0
0
 

野
　
田
　
萬
　
里

1

50
0
,0
0
0
 

甲
　
斐
　
　
　
保

2

1
0
0
,0
0
0
 

中
　
原
　
俊
　
尚

2

20
0
,0
0
0
 

三
　
嶋
　
祐
　
治

2

3
0
0
,0
0
0
 

蒲
　
池
　
　
　
壽

3

50
,0
0
0
 

木
　
附
　
久
　
雄

3

3
0
0
,0
0
0
 

浅
　
川
　
康
　
司

4

3
0
0
,0
0
0
 

津
　
村
　
和
　
孝

4

3
0
0
,0
0
0
 

松
　
行
　
眞
　
門

4

3
0
0
,0
0
0
 

山
　
崎
　
　
　
剛

4

3
0
0
,0
0
0
 

渡
　
辺
　
大
　
介

4

40
0
,0
0
0
 

梯
　
　
　
洋
　
子

5

3
0
0
,0
0
0
 

山
　
川
　
郷
　
子

7

3
0
0
,0
0
0
 

浅
　
倉
　
敏
　
明

8

1
0
0
,0
0
0
 

中
　
村
　
卓
　
郎

8

3
0
0
,0
0
0
 

衣
　
笠
　
哲
　
史

1
0

3
0
0
,0
0
0
 

宿
　
里
　
芳
　
孝

1
0

20
,0
0
0
 

坂
　
本
　
宏
一
郎

1
1

3
0
,0
0
0
 

久
　
冨
　
孝
　
敏

1
1

3
0
0
,0
0
0
 

田
　
中
　
達
　
朗

1
2

20
,0
0
0
 

長
　
井
　
健
　
祐

1
2

3
0
0
,0
0
0
 

松
　
岡
　
由
香
里

1
2

3
0
0
,0
0
0
 

堺
　
　
　
孝
　
明

1
3

1
0
0
,0
0
0
 

徳
　
丸
　
久
　
子

1
3

1
0
0
,0
0
0
 

林
　
　
　
亜
　
紀

1
3

3
0
0
,0
0
0
 

宮
　
城
　
千
　
里

1
3

1
0
,0
0
0
 

江
　
本
　
　
　
玄

1
4

3
0
0
,0
0
0
 

菊
　
池
　
陽
　
介

1
4

1
0
0
,0
0
0
 

永
　
江
　
　
　
隆

1
4

3
50
,0
0
0
 

松
　
永
　
　
　
斉

1
4

50
,0
0
0
 

森
　
　
　
　
　
暁

1
4

20
,0
0
0
 

木
　
山
　
雅
　
晴

1
6

3
0
0
,0
0
0
 

牟
　
田
　
仁
　
彦

1
6

20
0
,0
0
0
 

安
　
武
　
正
　
陽

1
6

20
,0
0
0
 

西
　
村
　
　
　
拓

1
8

50
,0
0
0
 

蒔
　
本
　
好
　
史

1
9

20
,0
0
0
 

吉
　
田
　
ま
り
子

2
0

20
,0
0
0
 

内
　
藤
　
美
　
紀

2
3

1
0
,0
0
0
 

藤
　
吉
　
直
　
樹

2
3

1
0
,0
0
0
 

三
　
嶋
　
す
み
れ

2
9

1
0
,0
0
0
 

林
　
　
　
秀
一
郎

3
1

8
,0
7
0
,0
0
0
 

合
計
金
額

1
8
4 

支
部
総
数
（
A
）

44
 

納
入
者
数
（
B
)

23
.9
%

B
/A

7
5
周
年
寄
付

姓
　
　
名

卒
回

支
部

3
0
0
,0
0
0
 

世
　
戸
　
憲
　
男

1

佐 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 賀

50
,0
0
0
 

森
　
　
　
久
　
男

1

1
0
0
,0
0
0
 

池
　
田
　
英
　
雄

2

3
0
0
,0
0
0
 

小
　
島
　
直
　
樹

2

1
0
0
,0
0
0
 

副
　
島
　
　
　
寛

2

1
0
,0
0
0
 

内
　
藤
　
博
　
文

2

1
0
0
,0
0
0
 

福
　
岡
　
英
　
信

2

50
,0
0
0
 

池
　
田
　
　
　
悟

3

1
0
0
,0
0
0
 

大
　
隈
　
良
　
成

3

3
0
0
,0
0
0
 

平
　
川
　
俊
　
彦

3

3
0
0
,0
0
0
 

藤
　
田
　
房
　
生

3

3
0
0
,0
0
0
 

諸
　
江
　
一
　
男

3

1
0
0
,0
0
0
 

今
　
村
　
達
　
也

4

20
,0
0
0
 

松
　
尾
　
直
　
裕

4

1
0
0
,0
0
0
 

坂
　
本
　
亘
　
司

5

3
1
0
,0
0
0
 

徳
　
永
　
　
　
剛

5

1
0
0
,0
0
0
 

廣
　
岡
　
　
　
満

5

20
0
,0
0
0
 

緒
　
方
　
　
　
周

6

50
,0
0
0
 

桐
　
野
　
良
　
二

6

50
,0
0
0
 

古
　
賀
　
博
　
美

6

1
0
0
,0
0
0
 

高
　
原
　
和
　
秀

6

1
0
,0
0
0
 

市
　
原
　
次
　
郎

7

1
0
,0
0
0
 

蒲
　
地
　
紳
一
郎

7

1
0
,0
0
0
 

平
　
野
　
正
　
弘

7

20
,0
0
0
 

横
　
尾
　
大
　
輔

7

1
0
0
,0
0
0
 

中
　
島
　
久
美
子

8

20
,0
0
0
 

宇
都
宮
　
　
　
至

9

1
0
,0
0
0
 

古
　
市
　
　
　
格

9

50
,0
0
0
 

古
　
賀
　
賢
　
二

1
1

1
0
0
,0
0
0
 

池
　
田
　
信
　
博

1
2

1
0
0
,0
0
0
 

加
　
藤
　
博
　
彦

1
2

1
0
0
,0
0
0
 

酒
　
井
　
正
　
平

1
4

1
0
0
,0
0
0
 

山
　
田
　
昇
一
郎

1
6

1
0
0
,0
0
0
 

山
　
嵜
　
　
　
圭

1
7

50
,0
0
0
 

久
　
間
　
文
　
明

1
8

20
,0
0
0
 

平
　
松
　
宏
　
章

1
8

20
,0
0
0
 

麻
　
生
　
宏
　
樹

1
9

1
0
,0
0
0
 

久
保
田
　
明
　
子

1
9

1
0
,0
0
0
 

久
保
田
　
修
　
平

1
9

3
,8
8
0
,0
0
0
 

合
計
金
額

1
45
 

支
部
総
数
（
A
）

3
9 

納
入
者
数
（
B
)

26
.9
%

B
/A

7
5
周
年
寄
付

姓
　
　
名

卒
回

支
部

1
0
,0
0
0
 

児
　
玉
　
芳
　
久

1

宮 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 崎

3
0
0
,0
0
0
 

野
　
﨑
　
藤
　
子

1

50
,0
0
0
 

外
　
薗
　
恵
　
介

1

50
,0
0
0
 

米
　
田
　
れ
い
子

1

3
0
0
,0
0
0
 

三
　
股
　
俊
　
夫

1

1
0
,0
0
0
 

白
　
石
　
正
　
浩

2

1
0
0
,0
0
0
 

照
　
屋
　
信
　
博

2

1
0
0
,0
0
0
 

野
　
田
　
省
　
治

2

40
0
,0
0
0
 

宮
　
田
　
純
　
一

2

1
0
0
,0
0
0
 

飯
　
田
　
博
　
幸

3

1
50
,0
0
0
 

野
　
田
　
　
　
寛

4

1
,1
0
0
,0
0
0
 

†
河
 野
 通
 孝

4

1
,0
0
0
,0
0
0
 

中
　
山
　
郁
　
男

5

1
0
0
,0
0
0
 

児
　
玉
　
芳
　
知

6

50
,0
0
0
 

佐
　
井
　
伸
　
男

6

1
,0
0
0
,0
0
0
 

前
　
田
　
正
　
存

6

3
0
0
,0
0
0
 

岸
　
　
　
重
　
雄

7

1
0
0
,0
0
0
 

黒
　
木
　
重
　
晶

7

1
0
0
,0
0
0
 

児
　
玉
　
久
美
子

8

3
0
0
,0
0
0
 

作
　
　
　
良
　
彦

8

1
0
0
,0
0
0
 

鮫
　
島
　
哲
　
郎

8

1
0
0
,0
0
0
 

平
　
野
　
哲
　
也

8

1
0
0
,0
0
0
 

冨
　
田
　
明
　
彦

1
0

50
,0
0
0
 

名
　
越
　
敏
　
郎

1
1

1
0
,0
0
0
 

大
久
保
　
重
　
明

2
2

5,
98
0
,0
0
0
 

合
計
金
額

7
9 

支
部
総
数
（
A
）

25
 

納
入
者
数
（
B
)

3
1
.6
%

B
/A

1
0
0
,0
0
0
 

野
　
原
　
　
　
薫

3

沖 　 　 縄

3
0
0
,0
0
0
 

知
　
念
　
　
　
徹

7

1
50
,0
0
0
 

照
　
屋
　
　
　
勉

8

1
0
0
,0
0
0
 

玉
　
木
　
正
　
人

9

65
0
,0
0
0
 

合
計
金
額

51
 

支
部
総
数
（
A
）

4 
納
入
者
数
（
B
)

7
.8
%

B
/A

7
5
周
年
寄
付

姓
　
　
名

卒
回

支
部

1
0
0
,0
0
0
 

江
　
浦
　
陽
　
一

1

大 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 分

3
0
0
,0
0
0
 

鬼
　
木
　
寛
　
二

1

1
0
,0
0
0
 

増
　
井
　
節
　
男

3

1
0
0
,0
0
0
 

増
　
井
　
玲
　
子

3

1
0
0
,0
0
0
 

岩
　
尾
　
　
　
忠

5

1
0
0
,0
0
0
 

木
　
下
　
昭
　
生

5

50
0
,0
0
0
 

井
　
上
　
登
　
生

6

3
0
0
,0
0
0
 

中
　
村
　
英
　
助

6

3
0
0
,0
0
0
 

矢
　
野
　
良
　
雄

6

1
0
0
,0
0
0
 

市
　
川
　
弘
　
城

7

1
0
0
,0
0
0
 

矢
　
田
　
公
　
裕

7

1
0
0
,0
0
0
 

山
　
下
　
雄
二
郎

7

3
0
0
,0
0
0
 

岩
　
男
　
裕
二
郎

8

1
0
0
,0
0
0
 

難
　
波
　
美
和
子

8

1
50
,0
0
0
 

山
　
崎
　
世
　
紀

8

1
0
0
,0
0
0
 

筑
　
波
　
貴
与
根

9

1
0
0
,0
0
0
 

三
　
浦
　
徹
　
也

9

1
0
0
,0
0
0
 

金
　
田
　
規
　
嗣

1
0

1
0
,0
0
0
 

小
　
野
　
隆
　
宏

1
1

1
0
0
,0
0
0
 

後
　
藤
　
三
　
晴

1
1

1
0
0
,0
0
0
 

石
　
田
　
菜
穂
子

1
2

1
0
0
,0
0
0
 

永
　
嶋
　
智
　
成

1
9

20
,0
0
0
 

武
　
井
　
雅
　
典

2
0

40
,0
0
0
 

宗
　
像
　
光
　
輝

2
6

3
,3
3
0
,0
0
0
 

合
計
金
額

8
4 

支
部
総
数
（
A
）

24
 

納
入
者
数
（
B
)

28
.6
%

B
/A

7
5
周
年
寄
付

姓
　
　
名

卒
回

支
部

1
0
0
,0
0
0
 

北
　
川
　
雪
　
子

3

佐 　 　 　 世 　 　 　 保

1
0
0
,0
0
0
 

山
　
川
　
　
　
裕

4

1
0
0
,0
0
0
 

山
　
﨑
　
恵
　
三

4

1
0
0
,0
0
0
 

豊
　
村
　
　
　
操

6

1
0
0
,0
0
0
 

池
　
永
　
英
　
恒

7

1
0
0
,0
0
0
 

冨
　
田
　
寿
　
三

7

60
0
,0
0
0
 

久
　
保
　
次
　
郎

8

1
0
0
,0
0
0
 

吉
　
本
　
正
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原

潔
1
2

3
0
0
,0
0
0

山
本

竜
1
3

1
50
,0
0
0

加
藤
晶
子

1
4

1
0
0
,0
0
0

越
智
公
則

1
6

1
0
0
,0
0
0

武
田

卓
1
6

1
0
,0
0
0

武
田
由
紀
子

1
6

1
0
0
,0
0
0

佐
藤
克
敏

1
7

1
0
,0
0
0

西
岡
真
美

1
8

1
0
,0
0
0

矢
野
彩
子

2
3

50
,0
0
0

木
村
俊
之

2
4

1
0
,0
0
0

河
原
純
一

2
6

1
,3
60
,0
0
0

合
計
金
額

1
0
8

支
部
総
数
（
A
）

1
8

納
入
者
数
（
B
)

1
6.
7
%

B
/A

3
0
,0
0
0

太
田

明
1

四 国

1
0
,0
0
0

小
山
雅
也

4

1
0
0
,0
0
0

鈴
木
俊
二

5

1
0
0
,0
0
0

髙
橋
悦
司

5

20
,0
0
0

濱
崎

寛
7

1
0
0
,0
0
0

岩
本
正
博

8

1
0
0
,0
0
0

赤
井

護
1
0

3
0
0
,0
0
0

重
川
浩
司

1
2

1
0
,0
0
0

山
内
紀
子

1
3

1
0
0
,0
0
0

松
浦
一
平

1
5

50
,0
0
0

高
橋
亜
矢
子

1
7

1
0
0
,0
0
0

小
泉
幸
司

2
1

3
0
,0
0
0

青
見
賢
明

2
7

1
,0
50
,0
0
0

合
計
金
額

54
支
部
総
数
（
A
）

1
3

納
入
者
数
（
B
)

24
.1
%

B
/A

7
5
周
年
寄
付

姓
名

卒
回

支
部

3
0
,0
0
0

小
田
島
優

子
3

関 東

1
0
0
,0
0
0

牧
野
康

男
8

1
0
,0
0
0

長
野
康

人
9

1
0
0
,0
0
0

原
野
和

芳
1
0

1
0
,0
0
0

山
上
伸
一
郎

1
0

3
0
,0
0
0

津
川
周

三
1
5

1
0
0
,0
0
0

牧
野
郁

子
1
5

1
0
0
,0
0
0

宮
崎
堅

輔
1
9

3
0
,0
0
0

川
浪
大

治
2
1

1
0
0
,0
0
0

丸
山
英

和
2
1

1
0
0
,0
0
0

稲
垣
聡

子
2
8

50
,0
0
0

山
田
祐

介
2
9

1
0
,0
0
0

梅
根
紀
代
子

3
0

1
0
,0
0
0

川
口
新

治
3
0

1
0
0
,0
0
0

徳
田
崇

利
3
1

8
8
0
,0
0
0

合
計
金
額

1
51

支
部
総
数
（
A
）

1
5

納
入
者
数
（
B
)

9.
9%

B
/A

50
,0
0
0

岐
部
道

広
3

東 北

20
,0
0
0

若
松
秀

樹
5

3
0
,0
0
0

細
谷
英

作
1
6

1
0
0
,0
0
0

合
計
金
額

1
3

支
部
総
数
（
A
）

3
納
入
者
数
（
B
)

23
.1
%

B
/A

1
0
,0
0
0

堤
伸
一
郎

8

北 海 道

1
0
,0
0
0

合
計
金
額

1
2

支
部
総
数
（
A
）

1
納
入
者
数
（
B
)

8
.3
%

B
/A

1
0
,0
0
0

堤
伸
一
郎

8

外 国

1
0
,0
0
0

合
計
金
額

1
2

支
部
総
数
（
A
）

1
納
入
者
数
（
B
)

8
.3
%

B
/A

1
0
0
,0
0
0

吉
兼
正

文
4

中 部

50
,0
0
0

河
瀬
晴

彦
1
1

1
0
,0
0
0

吉
田
健
一
郎

2
2

1
0
,0
0
0

中
浦

淳
2
6

1
7
0
,0
0
0

合
計
金
額

53
支
部
総
数
（
A
）

4
納
入
者
数
（
B
)

7
.5
%

B
/A

職
員
4
4
名

5
,9
0
0
,0
0
0

法
人
6
1
名

2
3
,5
0
0
,0
0
0

大
濠
4
名

1
,3
1
0
,0
0
0

そ
の
他
卒
業
生
5
6
2
名

7
5
,2
8
1
,0
0
0

6
7
1
名

1
0
5
,9
9
1
,0
0
0

7
.1
7
回
生

2
,5
3
2
,1
3
4

9
回
生

7
1
0
,6
0
1

1
2
回
生

7
0
0
,0
0
0

2
8
4
名

3
,9
4
2
,7
3
5

同
窓
会
寄
付
分
1
0
,0
0
0
,0
0
0

寄
付
総
額

1
1
9
,9
3
3
,7
3
5

寄
付
件
数
9
5
5
件

2
8
.7
％
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